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化を次の世代に伝えようと、新々寮

のセミナールームでワークショップ

を開いたり、アルバイトを募集したり、

色々と模索してきた。しかし近年の学

生はなかなか忙しいこともあり、こう

した努力はすぐには確固としたパイプ

にまではならなかったという。

餅つきについても、新寮で自ら準備

して現役生にも呼びかけて出前のよう

な形で実施してきたが、折からのコロ

ナ禍で2020年1月を最後にこの伝統

は一時途絶えていた。そうしたメンバ

ーの気持ちを知ってか知らずか、餅つ

き自体にあまり魅力を感じない、とい

う現役生の声もあったという。

初めて現役生が動いてくれた！

2022年 の 暮 れ、 吉 祥 寺。2022年

から支部の代表に就任した安藤公秀

（26 ID82）は、そうした状況を念頭

に、樺島栄一郎（37 ID93）ほか支部

理事たちと共に現役の寮生と懇親会を

開いた。その席で餅つきの話を聞いた

大特集

世代を超える
つながりを育む
同窓会支部
〈第二男子寮OB会支部〉

2023年1月21日。 寒 い な が ら も

上々の天気のもと、楓寮とカナダハウ

スの現役寮生が企画した餅つきが、楓

寮で開かれた。新型コロナの感染が広

がり、3年ぶりの開催。参加者の大半

は寮生だが、学生ではない人も10人

ほどいた。杵の持ち方、いきなりつか

ずにまず臼の中で米を押しつぶすとい

うコツの伝授など、甲斐がいしく世話

を焼く。彼らの「正体」は、老朽化に

伴う建て替えで2015年に惜しまれな

がら閉寮となった、第二男子寮出身者

を母体とする支部（第二男子寮OB会

支部）のメンバーだ。

1950-60年代に建てられた学生寮

（男子寮3、女子寮4）で現存するのは、

カナダハウス、第3女子寮、第4女子

寮の3棟。2010年以降に建てられた

寮の名称は欅、銀杏、樫（以上が新寮）、

樅、楓（新々寮）で、「第二男子寮」

という名前も建物とともに消え、いま

は命名権の取得により楓寮の1階ラウ

ンジが「第二男子寮の間」として残る

のみだ。なぜ第二男子寮OB会支部が

餅つきのサポートに？

餅つきは寮の文化

第二男子寮OB会支部の発足（最初

の総会は2010年7月開催）は、寮の

取り壊しをめぐる動きから始まった。

第二男子寮は、老朽化に伴いほかの第

一男子寮、第一／第二女子寮とともに

大学側から2011年に解体したいと提

案された。老朽化による閉寮は仕方が

ないものの、古い寮が4年間いられる

のに対して新寮では２年間しかいら

れないという規則の改定など、学生

を「管理する」イメージが提示された

ことがOBの中に違和感を生じさせた。

「学生の自治のもと、4年間共同生活

を送るという、それまで脈々と受け継

がれてきた寮の『文化』が断絶される

のでは、と思いました」（支部初代会

長の佐柳信男、37 ID93）。佐柳はほ

かの卒寮者とともに、閉寮見直しが個

人レベルの感情論ではなくOBの総意

と受け取ってもらえるよう、支部とい

う形を作ることを決め、公開質問状を

提出するなどの活動を進めた。その後、

大学側も執行部の交代とともに「まず

解体ありき」ではなくなり、閉寮は当

初計画より4年遅れて2015年に実施

された。

餅つきはその第二男子寮で長く受け

継がれてきた行事のひとつで、毎年、

成人の日に行われていた。夜も明け

ない午前3時ごろから中庭で火を焚き

もち米を蒸し始め、20歳になる（なっ

た）寮の1、2年生が記念式典に行く

前につきあげる、新成人を祝うイベン

トだったという。寮OBや他の寮生も

遊びに来るのが恒例だった。餅つきを

通して上下の世代がゆるやかにつなが

れる場でもあった。

第二男子寮OB会支部では、閉寮後

も寮生とのつながりを維持し、寮の文

同窓会支部と聞いたら何を思い浮かべますか？　
海外や地方でその地域に住む同窓生の集まり、
所属していたサークルや寮の仲間、会社や業種を通じて
知り合った同期や先輩後輩……。新型コロナがようやく落ち着き、
ここ数年足踏みを余儀なくされていた支部の活動が
徐々に再開し始めている。共通するのは、
世代を超えたつながりを大切にしたいとの思いだ。（文中敬称略）
文：新村敏雄（本誌）　　写真：第二男子寮OB会、山本瑛、テニス同好会PAPOOSE支部提供

1962年の餅つき
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る。それでも、支部の形をとることで、

自然発生の集まりよりは上から下まで

幅広くつながることができている」と

安藤はみている。支部の理事会メンバ

ーのひとり、今村道博（28 ID84）は

「犬狼会のまとまりをつなぎとめてき

たのは、『かわら版』があったことが

とても大きいと思います」と会報の存

在が支部活動のカギであったと評価す

る。その「かわら版」をほぼ一人で編

集、発行してきた棟居暁（32 ID88）

は「餅つきでなんとなくつながってい

たのが空中分解しなくてよかった」と

振り返る。

「次は何をしようか！」。仕事で多忙

な合間を縫って、支部メンバーはアイ

デアをめぐらせている。

支部名は犬狼会

第二男子寮 OB 会支部は自らを

「犬狼会」と名乗る。当時の寮は

いずれも愛称として星の名前がつ

けられていた。第二男子寮は「シ

リウス」。シリウスは太陽に次い

で明るい 1 等星で、和名が「犬星」、

中国では「天狼星」と呼ばれる。

寮の旗は「天狼」と書かれている

が、第二男子寮で初期のころから

作っていた文集の名称が「犬狼」

だった。

寮生が「自分たちでも餅つきをやって

みたい」と発案してくれたのが、すべ

ての始まりだった。

幹事役に手をあげた現役生2人は

ID24。コロナ感染が始まったばかり

の2020年に入学した学年だ。寮には

おろか、大学構内にも入れず、授業は

2年間オンラインという過酷な学生生

活を過ごした。寮の文化というものが

あることすら体験できなかった。安藤

たちが語る餅つきの話に心が躍ったで

あろうことは想像に難くない。驚くの

はそこからの彼らの行動力だ。

懇親会からわずか1か月という短期

間で、企画書を仕上げて大学の了解を

取りつけ、まだコロナ感染が続いてい

るなかで対策を検討し、就職活動もし

ながら機材のレンタルなどを手配する、

怒涛の準備が進められ、冒頭の本番に

こぎつけた。

第二男子寮OB会支部では2011年

12月から「犬狼会かわら版」という会

報を発行している。2023年4月発行

の第50号は、1月の餅つきの特集。発

起人となった現役生2人が、寄稿して

いる。

「82卒と24卒、42年の差。IDがこ

こまで離れていても、つながり続けて

いることに感謝と幸せを感じました。

（中略）今回のような世代を超えたイ

ベントにより、偉大なるICU卒業生の

姿を目の当たりにし、自分も先輩方の

ような卒業生（ICU生）になりたいと

心より尊敬するとともにICU生で良か

ったと思えた瞬間でした。（中略）今

後もコロナによって失われた寮文化や

寮の活気を取り戻し、寮に住んでいて

よかったと思える体験を増やしたいと

思います」（成嶋萌さん、楓寮）

「餅つきを終えた感想は、一言で『や

ってよかった』です。（中略）コロナ

禍でまともに寮同士の交流や大学生活

で華やかな思い出を作ることができて

いなかった学生に、こういった場を提

供できたことは一つのやりがいとなり

ました。（中略）第二男子寮が残した

寮の思い出や文化は多少なりとも現在

に受け継がれています。またICUの寮

に思いを馳せることがあれば、いつで

も遊びに来てください」（平野連太郎

さん、カナダハウス）

命名権寄付金で学生支援

現役の寮生をサポートしたいとい

う第二男子寮OB会支部の活動は、23

年1月の餅つき以前から、餅つき以外

でも行われている。楓寮の1階ラウン

ジ「第二男子寮の間」は、第二男子寮

OB会支部で寄付を募り、約418万円

を拠出して命名権を獲得したものだが、

この寄付金が学生の活動を支援する原

資となっている。

2022年4月には、新入寮生歓迎の

CandleFlameという学生企画に命名

権寄付金から8万円を支援した。この

資金で買ったLEDキャンドルは、教

会のキャンドル礼拝やサークルのライ

ブイベントなどに貸し出しているそう

だ。

餅つき直前の2022年12月6日には、

カナダハウスを中心にした寮生実行委

員会主催の運動会が開催されたが、こ

ちらにも優勝者へのカップやハチマキ

200人分購入の資金を支援している。

そ し て2023年5月13日、「大 犬 狼

会」という第二男子寮として初のリユ

ニオンが開催された。OB、OG、現

役生およそ100人を超える参加者を集

めたイベントのハイライトのひとつが

「寮コミュニティ支援金獲得コンペ」。

コンペで優勝した現役生の企画に対し

て、同じく命名権寄付金から支援金を

出すものだ。

1回目の優勝者はカナダハウス・第

三女子寮連合の「『創作合唱コンクー

ル』を開きたい！」という企画。各寮

で創作した歌を合唱し、青春を表現す

るダンスや楽器、動画などのプラスア

ルファもOKという内容で、5万円が

贈呈された。（「聖ソキリーナ合唱コン

クール」と名付けられたこのイベント

は、2023年12月17日の開催に向け

て準備が進められたが、インフルエン

ザの大流行で延期されました）

試行錯誤の中から現役寮生との接点

を見出した第二男子寮OB会支部。「人

生の局面で物事の優先順位は人それ

ぞれ。支部活動への関与スタンスに

も、世代などの違いによる温度差はあ

左上・かつての第二男子寮／左下・「本気の餅つき」を多くの寮生や卒業生が楽しんだ／中上・「かわら版」最新号は51号／右上・学生名簿
右中・犬狼会リユニオン、大学食堂に100人超が集った／右下・文集「犬狼」

大特集　世代を超えるつながりを育む同窓会支部
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グローバル・サウスの盟主インドにも同窓会支部
2023年に中国を抜いて世界一の人

口となったインド。2023年の主要20

か国・地域（G20）の議長国を務め、

アジアやアフリカなどの新興国・途上

国による「グローバル・サウス」のけ

ん引役としても注目が高まっている。

そのインドに、2023年暮れ、19番目

の海外支部が誕生した。

2022年4月 か ら イ ン ド の デ リ ー

NCR（NationalCapitalRegion） に

駐在している平川武通さん（35 ID91）

は、23年春、ゴルフ場で偶然ICU卒

業生（野津賢成さん、40 ID96）と出

会った。また、平川さんのセクション

メイトが出張でデリーに来た時に「ウ

チの会社のデリー支局駐在の人もICU

だよ」と聞き、「意外にいるのかも」

と調べてみたら、デリーに7人は在住

と判明した。

まずは一度集まろう、となり、10

月に市内のイタリアンレストランに5

人が集合。自己紹介や近況報告などを

していたら、あっという間に3時間ほ

どが過ぎたという。「D館に関係した

方が多かったですね。運動部系は私

（ラグビー部）と野津さん（水球部）

だけでした」。

せっかくなら支部を設立しよう、と

話が進み、同窓会インド支部設立に向

けて、「インドバカ山会」を立ち上げ、

その報告を同窓会ウェブサイトにも送

り、さらにデリーで発行されている日

本語の月刊フリーペーパー「chalo」

を通じて呼びかけてみた。

「chalo」 は 創 刊2011年。 イ ン ド

各地約30カ所で無料配布されている。

「インドバカ山会」が呼びかけを掲載

してもらった「サークル情報」という

コーナーには、大学では早慶上智、明

治、立教、中央、法政、一橋、神戸な

どの名前がある。これを見て連絡して

きた卒業生もおり、12月には支部設

立要件の「10人」を超える11人となり、

月末に開いた忘年会で支部申請をする

ことが決まった。メンバーにはインド

で紅茶の店を経営しインド在住16年

となる石井博子さん（GE2002）も加

わった。

平川さんは神戸製鋼所の子会社で建

設機械を製造・販売するコベルコ建機

のインド代表。インドで生産した製品

をインド国内で販売するほか、バング

ラデシュやネパール、中東などにも輸

出している。

実は平川さんは同窓会のラグビー

OBOG会支部の役員を務めたことも

ある。担当はOBチームのアドバイ

ザーや、卒業部員の名簿の管理など。

「名簿の管理は以前からの課題でかな

り大変ですが、フェイスブックなどの

SNSも活用しながらがんばっていま

す」という。

外務省のデータによるとインドに

はおよそ8000人ほど在留邦人がい

る。その半分以上がデリーや近郊のグ

ルガオン（グルグラム）、ノイダなど

に住んでいるという。ほかには、デリ

ーから空路で2時間半ほど離れた南部

のチェンナイ、バンガロール（ベンガ

ルール）や、東部のコルカタ、西部の

ムンバイにも一定数の日本人がいるの

で、まだICU卒業生はいる可能性があ

る。ちなみにインドの日本人社会は自

動車メーカー、スズキの関係者が多数

を占めているそうだ。子会社であるマ

ルチ・スズキ・インディアが生産する

乗用車は、インド市場ではトップの4

割を占める。

デリーには日本人会もあるが、子供

が日本人学校に通う家庭以外では、加

入率はそれほど高くないそうだ。平川

さん自身も、会員に企業経営者などが

多いインド商工会には入っているが、

日本人会にはまだ入っていない。同窓

会支部が設立できれば、ビジネス以外

の情報のネットワークができるのでは、

との期待がある。「今回所在がわかっ

た卒業生には、卒業から10年前後の

若い方たちもいますが、ICU卒業とわ

かるとそれだけで距離感が縮まり、年

齢に関係なくフランクな話ができま

す」と語る。

テニス同好会は長い間パプースだけ

だったが、ハードな練習のテニス部

と、大会などには出ず楽しくやる同好

会の中間の位置付けを標榜する新しい

テニスサークル「Footloose」ができ

て、そちらに学生が流れた。

同じころから、詳細ははっきりしな

いが、ICUの学生のサークル活動全般

が停滞していったことも影響したと

いう。5年前ぐらいには、会員は20人

ほどまで減少。練習は鴛淵と学生が1、

2人しか来ず、廃部がちらついたこと

もあった。また体育施設の工事が始ま

ってコートが使えなかった期間（1年

半）は、利用料を払ってテニス部のコ

ートを借り、練習を続けた。

〈テニス同好会　　　　　
　PAPOOSE支部〉

テニス同好会PAPOOSE（パプー

ス）支部は2018年に支部登録した。

運動部のテニス部は大学の創立の年に

発足したのに対して、テニス同好会の

設立は1973年（名称がパプースにな

ったのは1978年ごろ）で、2023年

に創立50周年を迎えた。2018年4月

に現在の屋根付きテニスコートが完成

してからは、週3回、月曜と水曜の夜、

土曜の昼に練習をしている。

「papoose」とは、「アメリカ先住

民族の子供」という意味の英語。設立

のころ、名称を公募したところ寄せら

れた案のひとつで、当時の会員の間で

ヘアバンドが流行しており、その姿か

らの連想という。支部申請をした理

由は、50年近く続いている歴史への

リスペクトのほか、過去にあったよ

うな「危機」の時に応援してもらえる

ことへの期待だ。支部長の鴛淵泰三

（23 ID79）は三代目の会長をつとめ

たが、今でもコーチとして現役学生と

練習を共にしている。

テニスが若者ファッションのように

みられた1970-80年代にはパプース

への加入も増え続け、1980年代前半

ごろには会員数は100人ほどまで膨れ

上がった。しかし、ここ10年ほどは

活動が停滞したこともあった。

そして2020年からのコロナ・パン

デミック。2021年度の会長は、会長

になる前の1年間大阪の自宅で学生生

活を送った。学生ではない鴛淵もキャ

ンパスの敷地には入れない状態が続い

た。コートに再び立てたのは2021年

からだ。

コロナも落ち着いた2023年は加入

者も回復。数年ぶりに軽井沢で夏合宿

を開催し、OBも差し入れ持参で参加

した。また、会員にD館東棟修繕グル

ープ募金への参加を呼びかけ、寄付を

した団体のひとつとして顕彰版に支部

の名前を残せることになった。

支部設立総会には新旧世代が広く集った コロナで中断していた夏合宿を再開（2023年）

支部申請を決めた12月の忘年会
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高かった10人の壁　
モスクワ同窓会

アラムナイニュース vol.124で紹介

した「モスクワ支部設立へ始動」。残

念ながら、支部は誕生しなかった。

同年7月に同窓生5人による食事会

を呼びかけ、支部設立準備のまとめ役

を買って出た末次崇さん（34 ID90）

によると、当時在留邦人（駐在員の家

族も含む）は1700人ほどいたモスク

ワだが、日本から来る駐在員は概ね3

年程度で交代していくので、「10人」

という要件は「越せそうでなかなか越

せない」壁だった。

ある程度まとまった日本人が駐在し

ている海外の大都市では、なにかしら

日本人コミュニティの連絡や情報交換

の場が形成されているものだが、モス

クワではそれがなく（日本語フリーペ

ーパー「モスクワ・ナビ」は2017年

7月に休刊）、「新しく着任される方に

ICU出身者の存在を知っていただくの

もなかなか難しいところでした」という。

言葉の問題もあったようだ。モスク

ワではロシア語専攻がある上智大学や

東京外国語大学出身者が二大勢力で、

上智出身者の同窓会「モスクワ・ソフ

ィア会」は「帰任されたOBを含める

とメンバーが100人を超える」と言わ

れ、そうした交流チャンネルがないと、

同窓生に出会う機会も限られてしまう。

末次さんによるとモスクワの日本人

のビジネスパーソンは「この2年弱で

100人を割り込み、そのうち常駐して

いる方は30人ほど」だそうだ。2020

年からのコロナ禍、そして2022年2

月末に始まったロシアのウクライナ侵

攻の影響は大きく、2023年12月時点

でロシア関連のICU出身者は末次さん

のほか常駐・出張ベースの往来の方に

モスクワで起業しているおひとりを加

えても、5人に満たないとのこと。勤

務先のJCBは2022年3月14日以降ロ

シアにおけるJCBカードの決済サービ

スを停止し、拠点の人員態勢も段階的

に縮小しつつ、今にいたっておられる

が、末次さんもまもなく帰任すること

になるだろうとのことだ。

国内支部（12） 連絡先アドレス  
北海道 hokkaido-chapter@icualumni.com 

東北 tohoku-chapter@icualumni.com 

北陸 hokuriku-chapter@icualumni.com 

とちぎ tochigi-chapter@icualumni.com 

東海 tokai-chapter@icualumni.com 

関西 kansai-chapter@icualumni.com 

徳島 tokushima-chapter@icualumni.com 

香川 kagawa-chapter@icualumni.com 

広島 hiroshima-chapter@icualumni.com 

九州・山口 kyushu-chapter@icualumni.com 

沖縄 okinawa-chapter@icualumni.com 

三鷹 mitaka-chapter@icualumni.com 

海外支部（19）  
ニューヨーク ny-chapter@icualumni.com 

ワシントンDC washingtondc-chapter@icualumni.com 

シカゴ chicago-chapter@icualumni.com 

北カリフォルニア northerncalifornia-chapter@icualumni.com 

南カリフォルニア southerncalifornia-chapter@icualumni.com 

ボストン boston-chapter@icualumni.com 

ハワイ hawaii-chapter@icualumni.com 

UK uk-chapter@icualumni.com 

デンマーク denmark-chapter@icualumni.com 

パリ paris-chapter@icualumni.com 

ドイツ・スイス germany-swiss-chapter@icualumni.com 

上海 shanghai-chapter@icualumni.com 

香港 hk-chapter@icualumni.com 

台湾 taiwan-chapter@icualumni.com 

タイ thailand-chapter@icualumni.com 

インドネシア indonesia-chapter@icualumni.com 

シンガポール singapore-chapter@icualumni.com 

フィリピン（現在休止中） philippines-chapter@icualumni.com 

インド india-chapter@icualumni.com 

部・サークル・寮など（13）
国際基督教大学理学倶楽部 scienceclub-chapter@icualumni.com 

野球部OBOG会 baseball-chapter@icualumni.com 

ラグビー OBOG会 rugby-chapter@icualumni.com 

山楽会 sangaku-kai-chapter@icualumni.com 

第二男子寮OB会 2md-chapter@icualumni.com 

サッカー部 soccer-chapter@icualumni.com 

美術部OB会 bijutsubu-chapter@icualumni.com 

The Weekly GIANTS wg-chapter@icualumni.com 

玄徳会（空手道部OB ／ OG会） karate-chapter@icualumni.com 

テニス部OBOG会 tennis-chapter@icualumni.com 

フライングディスク flyingdisc-chapter@icualumni.com  

テニス同好会PAPOOSE papoose-chapter@icualumni.com 

カナダハウス canadahouse-chapter@icualumni.com 

興味・関心（14） 
Shining60's shining60s-chapter@icualumni.com 

ICU医療関係者の会 iryokankei-chapter@icualumni.com 

LA会 los-angeles-kai-chapter@icualumni.com 

J.P.Morgan j.p.morgan-chapter@icualumni.com 

丸の内Style marunouchistyle-chapter@icualumni.com 

ICU女子会 icujoshikai-chapter@icualumni.com  

ICU教育セミナー kyouiku-seminar-chapter@icualumni.com 

ICUICUの会 icuicu-chapter@icualumni.com 

Peace Bell Scholar peacebell-chapter@icualumni.com 

Financial ICU financial-chapter@icualumni.com 

基督教伝道献身者の会 icudendokenshinsha-chapter@icualumni.com 

ICU Brothers and Sisters（IBS） ibs-chapter@icualumni.com 

ICUリテラシー研究会OBOG会 liteken-chapter@icualumni.com 

ICUスポーツ関係者の会 icu-sports-chapter@icualumni.com 

支部活動を支える同窓会組織部
支部を作るきっかけと目的はさまざ

まだ。地域支部（国内、海外）であれ

ば、その地域周辺に住む同窓生が集ま

れる場として、部・サークル・寮・趣

味であれば、「青春時代」に時間を共

有した仲間と親睦を深めたり、大学で

同じ領域をともに学んだ友人や仕事に

関連した仲間との交流の場として、支

部が作られてきた。

2024 年 1 月時点で 58 を数える同

窓会支部の活動をサポートするのが、

同窓会の組織部。支部の活動をリード

するというより、必要に応じて議論の

場を設けるなど、支部が活動しやすく

なる環境を整えるのが役目だ。

組織部からみた支部活動の意義やメ

リットは、①同窓会ウェブサイトへの

活動告知や報告が掲載される、②人や

情報のハブになる（特に地域支部はよ

り幅広い情報を受け取りやすい）、③

オンライン会議システム（zoom アカ

ウント）の利用――などがある。②で

は、就職や転職の相談をしたり、支部

の中で自分の活動を紹介したり、とい

うケースも報告されている。

組織部の運営方法は、この数年でい

くつか見直しが行われた。コロナ前

は年 1 回対面で開催してきた支部長

会は、検討の末、2020 年に廃止した。

支部長会参加のために支給してきた交

通費の決め方・使われ方に不公平感が

あったことが背景で、廃止したリアル

開催の支部長会のかわりとして、新た

にオンラインでの支部と組織部合同の

全体会をスタートさせた。

同じく 2020 年、1 支部に年 5000 円

程度の支部支援金も廃止した。そもそ

もの額が小さいこと、必ずしもすべて

の支部が利用していないこと、海外支

部には時間がかかる手続きを経てでな

ければ送金できなかったことが理由だ。

また同年より、コロナでオンライン

でのコミュニケーションが当たり前に

なったことから、組織部及び支部で

活用できるオンライン会議システム

（zoom）のアカウントを取得し、支部

内の打ち合わせ・活動でも利用できる

ようにしている。

「支部の活動をリードするのではな

い」組織部だが、組織部と支部で検討

を重ねて 2020 年 10 月からスタート

し た「ICUOnlineAlumniHouse」 は、

卒業生が毎回異なるテーマについてオ

ンラインで話し、そのテーマに興味の

ある卒業生・在学生が誰でも参加でき

る、バーチャル支部のようなものだ。

これまでに 19 回開催してきた。

支部の存在は、必ずしも同窓生の間

で広く知られているわけではないよう

だ。設立時期がわかっているもので、

5 年以上経過しているものが 21、10

年以上は 10 あるにもかかわらず、だ。

設立後の新規加入者があまり増えな

いことも認知度に影響している支部も

あるとみられる。

組織部では、支部が、設立の本来の

趣旨である「大学と同窓会の発展に向

けた活動を継続的におこなって」いけ

るよう、知恵をしぼってサポートして

いく構えだ。

大特集　世代を超えるつながりを育む同窓会支部



06

ICUの教職員住宅は、ウイリアム・

メレル・ヴォーリズ（1880-1964）の

設計、アントニン・レーモンド（1888-

1980）の設計、そしてヴォーリズ建築

を参考にした日本の建築会社による設

計のいずれかである。（本稿では「教

職員住宅」の呼称を使用する。）

ヴォーリズとレーモンドは、ともに

20世紀初頭に日本で活躍した著名な

モダニズム建築家だ。どちらも日本の

キリスト教系教育施設の建築物にもそ

の手腕を発揮した。彼らの建築物の特

徴は、住宅の機能性の高さに加え、日

本文化への理解とモダニズムの融合、

そしてその土地の自然環境や気候に適

した造りになっているところだ。実用

的でありながら美的にも優れており、

かつ、宗教的機能を備えている。

築50年以上の歴史

教職員住宅については、大学から、

2019年7月17日付の公開資料「ICU

の施設整備の現状と展望」で次のよう

な見解が示されている。「ICUの学内

住宅は、教員の住居としてのみならず、

教員と学生の対話の場として、重要な

役割を担ってきた。また、建築として

の歴史的価値が高いヴォーリズ、レー

モンド設計の住宅もある。しかし、築

50年以上経ち経年劣化が激しくなっ

ているものも多く、建て替えを検討す

る時期にある。〔中略〕既存住宅は可

小特集

お花見、読書会、クリスマス、ゼミ発表会……。ICUでの学生生活では先生のご自宅に伺う機会が多々ある。
大学Webサイトでも謳っているように、ICUではキャンパス全てが教育の場だ。
ここでは、そうした学生生活の背景でもある教員住宅の歴史と今を訪ねて、その存在意義を考えたい。
文：川島美菜（本誌）　　写真：各人提供（明記以外、川島美菜）

一柳米来留ことウイリアム・メレル・ヴォーリズが設計した住宅（岸佑さん提供）

ヴォーリズ設計の住宅の内装（岸佑さん提供）

ICU教職員住宅の
研究と、その存在意義
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能な限り補修・修繕を行い、学内住宅

の拡充は法規制上の制約が少ない共同

住宅の建設で対応する方針である。」

この教職員住宅の内、ヴォーリズ

とレーモンド設計の住宅に関して、

2018年頃からキャンパスでは「ICU教

職員住宅研究会」が調査・研究等の活

動をしている。その研究会のメンバー

である岸佑さん（47 ID03/G2005・

2008/アジア文化研究所）と大和田卓

さん（ICUHS卒・日建設計）にお話

をうかがった。

ICU教職員住宅研究会の　　
取り組み

研究会のメンバーは東京理科大学伊

藤裕久先生や東京農業大学粟野隆先生

をはじめ、ICU高校の高柳昌久先生も

関わっている。ICUの31のメジャー

にはない“建築”の専門家もいる。ア

ジア文化研究所は、2016年10月29

日にディッフェンドルファー記念館東

棟オーディトリアムで開催されたシン

ポジウム『ヴォーリズの夢：平和と大

学』を主催した実績もある。

研究会の活動の調査や作業には先生

たちだけではなく理科大やICUの学生

上から／アントニン・レーモンドが設計した住宅／庭／キッチン
（全て岸佑さん提供）
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研究会では卒業生向けのイベントも

開催予定である。興味関心を持ってい

る方はぜひ参加を検討してはいかがだ

ろうか。

（本記事の執筆にあたり、ご協力い

ただいた皆様、大和田様、岸様、佐野

様、鈴木様には心より感謝申し上げま

す。）

も参加している。

ICUキャンパスは、複数の建築物が

一敷地内に集合しているヴォーリズの

建築物「群」として貴重な価値がある。

レーモンド住宅については、レーモン

ドが設計した現存する民家として貴重

な建築だ。ICUの教職員住宅は生活史

からも教育史からも重要な歴史資料だ。

教室以外の生徒の居場所、生徒と先生

が密接に関わることができる場を念頭

に置いて設計されており、特にヴォー

リズ設計の住宅は住みやすく、愛着が

湧きやすいと言われている。

研究会では、教職員住宅の建築的な

調査や、生活者への聞き取り、歴史的

価値の検証などの研究結果について、

シンポジウムを開催して発表してい

る。シンポジウムは過去2021年2月

と2023年6月の2回開催された。第1

回の様子は本誌135号「学内住宅の記

録と記憶をめぐって～シンポジウム開

催報告～」でも報告された。第1回シ

ンポジウムの活動を取りまとめた冊子

は、ICU図書館のアーカイブズにも保

存されている。

住宅の様子は写真や設計図だけでは

わからないことも多く、実際にフィー

ルドワークが欠かせない。教職員住宅

の実測調査から始まった研究活動は、

今は、泰山荘が中心的なテーマだ。例

えば、ICUの教職員住宅群は泰山荘を

基準にして配置が考えられている。建

物同士の距離などからヴォーリズが建

物群として何を意図して住宅エリアを

デザインしたのかを調査している。他

にも「泰山荘庭園・滝石組見える化プ

ロジェクト」として泰山荘の庭の滝石

組を調査したうえで修復作業を行なっ

ている。

ICU教職員住宅研究会では、今後は

研究内容を取りまとめ、日本建築学会

で発表することも計画している。

ヴォーリズの建築物群やレーモンド

住宅の今後について考えるにあたり、

「住宅の保存は建物だけの問題ではな

い。周囲の環境との相互関係が必ずあ

り、ICUの教職員住宅は住宅も古くな

っているのと一緒にICUの木や森も古

くなっている。そうなると住宅と森を

どう管理するかという問題になる。人

が増えて研究会の活動は豊かになった

が、調査地自体は老いてきている状

態」との話が印象的だった。

周回道路の外側は森林が深い。そこ

が木造住宅にとって過酷な環境である

ことは想像に難くない。実際にナラ枯

れや倒落木、竹林の侵食の影響を受け

ている住宅もある。また、居住してい

た先生から、住宅の庭にモグラやアナ

グマが穴を掘っていた事や、夜中に軒

下でアナグマが活動する声を寝室から

聞いた話も伝わっている。

ICUの教職員住宅はこれまでも歴史

や文化財の視点から議論をされてきた。

今後、多種多様な専門性が一つの場所

に集まるICUだからこそ、より多彩な

視点からの教職員住宅研究に期待した

い。

（参考資料）樺島榮一郎『ある土地の物語 中島知久
平・ヴォーリズ・レーモンドが見た幻』（北樹出版、
2019年）、高澤紀恵・山﨑鯛介『建築家ヴォーリズ
の「夢」　戦後民主主義・大学・キャンパス』（勉誠
出版、2019年）

左から／研究会の計測調査の様子（岸佑さん提供）／教職員住宅の庭に現れるタヌキ（高橋伸元客員准教授提供、2015年8月撮影）／泰山荘の滝石組整備作業の様子（大和田卓さん提供）
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ICU教職員住宅での“暮らし”
レーモンド住宅に長年お住まいだった鈴木寛名誉教授（数学メジャー）と、
現在ヴォーリズ住宅にお住まいの佐野好則教授（文学メジャー、30 ID86）正子さん（28 ID84）ご夫妻にお話をうかがった。

をはじめ様々なお話を楽しんだ思い出

があります。

このようにICUの開学当初から教員

住宅では、教室では学ぶことのできな

いトータルな人間教育、そして人格教

育が行われてきました。私たちもまた

ICUの恩師の先生がたからしていただ

いたことを同じように今の学生たちに

返したいと思っています。このことは

ICUのユニークな伝統として次の世代

につなげていけたら良いと願っていま

す。

鈴木寛先生インタビュー
― 教職員住宅には何年間お住まい

でしたか？

ICUには1993年に勤め始め、1996

年8月から2019年3月に退職する3 ヶ

月前の2018年12月まで約22年間住ん

でいました。住んでいたレーモンド設

計の2階建て住宅には、自分たちの前

は川島重成先生がお住まいでした。
―住宅での思い出を教えてください。

一般的な日本の家とは異なる造りの

家だったとは思っています。広いリビ

ングルームが用意されていたり、トイ

レが動線を分けて3つあったり、家族

が暮らしながらも多くの学生を招くこ

とができる構造になっていました。自

分たちの物というよりはICUの財産と

して学内の教職員住宅に住んでいたと

いう意識でした。

学生を住宅に招く機会は、C-week

のオープンハウスやクリスマスのキ

ャロリングの他、「聖書の会 Bible 

佐野好則先生インタビュー
― 今のヴォーリズ設計の教員住宅

にはいつからお住まいですか？

　2年前（2021年）の9月から住ん

でいます。ノンジャパニーズの教員向

けに建てられたヴォーリズ設計の住宅

がリフォームされ、引っ越してきまし

た。ヴォーリズは、教員が多くの学生

たちを招くことのできる教育施設とし

て教員住宅を設計したと聞いたことが

ありましたが、住んでみるとそのこと

がよく分かります。近くに住んでいる

教員家族どうしの交流も盛んで、一つ

のICUコミュニティとなっています。
― 家で好きな場所などはあります

か？

暖炉のある落ち着いた雰囲気のリビ

ングルームがお気に入りの場所です。

リフォームで暖炉の煙突はふさがれて

しまったものの、暖炉を囲むようにし

てソファや椅子を置いて十数人は座る

ことができるようにしています。ベラ

ンダにはバーベキューセットや七輪を

置いて野外で魚を焼いたりお湯を沸か

したりお鍋をしたり、また晴れた日は

ソーラーパネルを付けた蓄電器を置い

て夜に使うために蓄電しています。野

川公園の鳥の保護区域と家の周りの林

今回紙面には載せきれなかった多くの貴重なエピソードをお聞きした。読者の皆

様にもそれぞれ学生時代の先生のご自宅での思い出があるだろう。あなたの「教職

員住宅での学び」に想いを馳せてみてはいかが？

Study Meeting」を開催していました。

他にも自分の子供たちが入っていたク

ラブ活動の音楽や演劇などの練習にも

使われていました。
― 22年間で変化したことはありま

したか？

ICUそのもののコミュニティの雰囲

気の変化を住宅に集まる学生からも感

じていました。

学生の雰囲気や、家への集まり方が

その時々のICU全体の雰囲気を映して

いるようでした。大学紛争などキャン

パスに入れない期間には、キャンパス

でも分断が起きていたのかもしれませ

ん。そして、ICU献学時を知る1桁期

の卒業生が教員をしておられた時代が

あり、私たちは、その方々から受け取

ったものを継承しようとした時期だっ

たのかもしれません。

前述の「聖書の会」は2003年4月に

始めました。初期の参加学生たちが卒

業すると、毎週1-2人のみの参加だっ

た頃がしばらく続きました。2013年

がつながっているので毎日多くの鳥が

やってきて鳥のさえずりで目が覚めま

す。
― ヴォーリズ住宅での印象深い出

来事はありますか？

C-Weekのオープンハウス、学期末

ごとの授業の打ち上げ、年度末の卒論

発表会や、時々持たれるお茶会やお食

事会など、学生たちや先生がたやその

ご家族を招いての交流会が楽しい思い

出となっています。

このヴォーリズ住宅に最初にお住ま

いになったのは、西洋古典学・新約聖

書学の神田盾夫先生ご夫妻でした。印

象深い出来事として、神田先生の教え

子でいらした1期生の川田殖先生、2

期生の葛西實先生、5期生の川島重成

先生、11期生の安村典子先生をそれ

ぞれお招きした時に、学生時代にあ

たかもタイムスリップしたかのように、

この住宅での神田先生ご夫妻との数々

のエピソードを懐かしそうに熱くお話

くださったことも印象深いです。

初期のICUは戦後のまだ日本全体が

貧しかった時代で、戦前に欧米に留学

された神田先生ご夫妻からテーブルマ

ナーや西洋料理を学んだり、初めて紅

茶やオーブンで焼いたケーキをいただ

いたり、ピアノやバイオリンのミニコ

頃からは参加人数が増えていき、退職

前の2018年には毎回30名ほどが集ま

る会になっていました。

居住者である教員側の変化として、

2000年過ぎくらいには時代の変化や

社会情勢もあり、一時期、住宅を開放

し学生を自宅に招く機会が少なくな

った時期がありました。ここ2-3年は、

やはり社会情勢を受けて、また読書会

や聖書勉強会として定期的に自宅を開

放して学生を招く教員が、キャンパス

内外に増えてきました。

教職員住宅での教員と学生との時

間は、学生にコミュニティの「場」が

提供されていると思います。以前は住

宅では先生を囲むものでしたが、近年

になるにつれ、だんだんと人が集まる

「場」、コミュニティとして機能するよ

うになりました。このコミュニティに

参加した経験が、学生に、社会に出て

もつながる仲間との出会いを、提供し

ているように見えます。キリスト教精

神に基づく「場」として、教室で学ぶ

ことよりも、もっと色々なことを学ぶ

場所になっているのではないでしょう

か。

ンサートを開いてくださって西洋音楽

を楽しんだり、当時の学生たちには新

鮮な驚きの連続だったそうです。

私たちもICUの卒業生なので、学生

の頃には先生方の開いてくださるオー

プンハウスに参加したり、指導教員で

あった川島重成先生や斎藤和明先生

（2期生）の学内住宅にお食事に招い

ていただきました。川島先生は毎学期

の終わりに教え子たちを招かれ、繁子

夫人の作ってくださった美味しいギリ

シア料理をいただきながら、古代のシ

ュンポシオンのように夜遅くまで学問

インタビューに答える鈴木寛先生

聖書の会の様子（大和田卓さん提供）

インタビューに答える佐野好則先生と正子さん

佐野先生の住宅での学生た
ちが語らう様子（佐野正子
さん提供）
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たワールドカップ大会として今後も語

り継がれていくと思います。

サッカー審判員の世界
― サッカーの審判員にはどのよう

な資質が求められるのでしょうか。

本当に多くの能力が求められます。

良い選手が必ず良い審判員になれると

いうわけでもありません。

まず、トップレベルの審判について

言えば、高い身体能力、パーソナリテ

ィ、インテリジェンスの3つだと思い

ます。

現代サッカーは、攻守の切り替え、

判断、縦・横の動きなどすべてが高速

化しています。審判は、そのスピード

について動き、選手の細かい動きを確

認しながら判定するわけですので、求

められる身体能力はかなり高いもの

になります。たとえば、サッカー 1試

合の走行距離は主審12km（選手とほ

ぼ同等）、副審約７km（距離が短い分、

スプリント回数が多い）と言われてい

ますので、長距離と短距離の両方を高

いレベルで走り切る体力が必要です。

またスポーツビジョンと呼ばれる複合

的な動体視力も問われます。さらにリ

ーダーシップ、アサーティブネス（相

手に配慮して自己主張する力）、自己

効力感、共感性、そして論理的思考力

と英語も含めた言語能力などが求めら

れます。

これらはある程度は努力によって高

められるものではありますが、国際審

判の場合は時差と気候の変化に頻繁に

順応しなければならない上に、極限の

ストレス下での仕事になるので、もと

もと備わった能力もやはり必要です。

じつは、判定の精度を高めることはそ

れほど難しくありません。ポジショニ

ングを体得し、映像とすり合わせてデ

ィープラーニングしていけばある程度

できるようになります。

次に、すべての審判員に求められる

ものとして、「利他の心」が挙げられ

ます。人のために何かをできる人しか、

審判員を続けていくことはできないと

思います。私はこのマインドを世界中

の審判仲間から学びました。
― 審判員はどんな生活をしている

選手から審判へ
― サッカーの審判活動を始めたき

っかけを教えてください。

サッカー少年だった私は、大学でも

サッカー部に入ったのですが、半年ほ

ど経ったころ、チームメイトのレベル

の高さに「自分の実力ではプロ選手を

目指すのは難しいな」と思い至りまし

た。でもとにかくサッカーが好きだっ

たので、将来も何らかのかたちでサッ

カーに関わり続ける道はないのだろう

かと模索し始めました。そんなときに

先輩に誘われて関東大学サッカー連盟

主催の審判講習会に参加したら、とて

も面白かったのです。

――審判のどのような点が面白かった

のでしょうか。

じつは、審判を始めるまでは審判の

存在を意識したことがありませんでし

た。それまでは、ひたすらプレーして、

笛が鳴ったら止まるということだけを

やっていました。審判として試合を支

える側を体験して、初めてそのありが

たみを感じました。また、審判を始

めたことで視野やプレーの幅が広がり、

選手としても成長できました。箸にも

棒にも掛からなかった私が、大学4年

時には関東1部リーグで将来の日本代

表やJリーガーとともにプレーできま

した。そのことは大きな自信になって、

審判活動をする上でもずっと自分の支

えになったと思います。

また、競技規則についても知らない

ことが多く、ただ知っているつもりだ

ったことに気づきました。なぜそのル

ールができたのかを学ぶことは、サッ

カーの本質や精神に迫ることにつなが

ります。それが面白く、またその気づ

きを得たことが、後のイングランドへ

の留学と審判体験につながったと思い

ます。
― 2008年にJリーグに審判登録を

されてから23年に引退するまでの15

年間で、印象深い変化はありますか？

真っ先に思い浮かぶのは「VAR（ビ

デオ・アシスタント・レフェリー）

の導入」です。VARは、フィールド

とは別の場所で、異なるアングルから

記録された複数の試合映像を見ながら

主審をサポートする審判員のことです。

海外では2016年ごろから導入が始ま

りました。でも日本は、ほかのサッカ

ー強豪国などと比べ、J1（日本プロサ

ッカーにおける1部リーグ）でのVAR

導入が2020年と少し遅れました。そ

のため、できるだけ早く世界に追いつ

く必要がありました。

私は国際審判員として先駆けて海外

でVARを経験する機会をいただいた

ので、それを日本に持ち帰り、情報を

伝える役割を担いました。とくに、す

べて英語で行われているやりとりを、

どのように日本で取り入れるかには苦

慮しました。英語のままでは皆が直感

的に使えないし、すべてを直訳すると

本来のニュアンスが失われてしまいま

す。そこで、キーフレーズの英語は残

し、細かな説明ややり取りは日本語に

するという提案をしました。その中

で生まれたのが「オフサイド・ディレ

イ」という言葉です。VAR実施時に、

副審がオフサイドの旗を上げるのを遅

らせることを指す言葉です。審判技法

としての概念は世界共通ですが、この

言葉は日本独自のいわば和製英語です。

でも直感的に理解してもらうには役に

立ったと思っています。

サッカーの歴史において、大きな

パラダイムシフトであるVAR導入を、

国際審判員として最前線で経験できた

ことは本当に貴重でした。私が参加し

た2018年のFIFAワールドカップ・ロ

シア大会は、初めてVARが導入され

山内宏志先生は、サッカーの国際副審として、2016年のリオデジャネイロ五輪や18年のFIFAワールドカップ・ロシア大会に参加したほか、
国内外のビッグマッチを支えてきた。サッカーの審判の世界とはどのようなものなのか、またこれからのICUのPEについて貴重なお話をうかがった。
文：太田順子（本誌）　　写真：太田順子（p.10）　その他、本人提供

 「審判のアクションは、ときに勝利至上主義や暴力・差別との
戦いでもあります。その意味で私は世界のサッカー界で
平和構築を実践してきたと自負しています」

山内宏志
YAMAUCHI, Hiroshi

1979年愛媛県生まれ。ICU保健体育プログラム専任
講師。元日本サッカー協会（JFA）プロフェッショナ
ル・レフェリー、元国際副審。2003年東京学芸大学
大学院修了（修士：教育学）、2006年リヴァプール・
ジョン・ムーア大学大学院修了（研究修士：スポーツ
生理学）、筑波大学大学院人間総合科学研究科博士課
程在籍中。サッカーの審判活動は1997年大学1年時
に開始。2006年1級審判員、14年国際副審に登録。
18年、JFAとプロ契約締結、同年Jリーグ最優秀副審
賞を受賞。ICUには2013年に着任。審判活動のため
の休職を経て、23年4月に復職。

地球を模したサッカーボールを手に。2023年12月ICUにて

Special  
Interview 

PEプログラム　
山内宏志先生

スペシャルインタビュー
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た。それらは勝利至上主義や暴力・差

別との戦いでもあったという意味で、

平和構築（Peacebuilding）の実践だ

ったと自負しています。ピッチの中で、

心理的な安全性、信頼関係そして自由

を保障されることで、プレーヤーは自

律的に躍動的に動けます。そういう試

合は魅力的です。選手も、コーチも、

審判も人間。お互いが自分たちの不完

全さを許容しつつ、一緒にすばらしい

ゲームを作るのだ、という一体感を感

じられたときに最も深い喜びが得られ

ました。

これは、授業でも、社会においても

同じなのではないでしょうか。ICUは

多様性を尊重し、異なる他者を受け入

れる精神文化が脈々と育まれている場

だと思いますが、PEの授業を通して、

さらに学生たちと対話を深めていきた

いです。

最後に、ICUのアラムナイにはサッ

カーの世界で活躍されている方々が

いますよね。現在WEリーグ（日本女

子プロサッカーリーグ）チェアを務

める髙田春奈さん（45 ID01、アラム

ナイニュース133号に登場）、日本ブ

ラインドサッカー協会専務理事兼事務

局長で国際視覚障害者スポーツ連盟

理事も務める松崎英吾さん（47 ID03、

2021年度DAY賞受賞）がそうです。

お二人ともサッカーを通して平和な世

界を創っていくのだという強い気持ち

をもって活躍されています。スポーツ

界もピースビルダーを求めています。

ICUのアラムナイ、また在学生で興味

のある方には、ぜひスポーツ業界に来

てほしい、ということをこの場を借り

てお伝えしたいです。

のでしょうか。

日本には、グラスルーツからトップ

リーグまで、約27万人の登録審判員

がいます。これは世界一の規模です。

「サッカーの審判員」が一つのジャン

ルとして確立されていると言ってもい

いでしょう。

プロ契約をしている審判員はほんの

一部なので、ほとんどの審判員は副業

として審判活動を行っています。私も

かつてそうでしたが、平日は仕事をし

て、週末は審判員をするというサイク

ルです。

一方、プロ審判は、基本的に週に1、

2試合を担当し、その前後に移動、ト

レーニング、振り返り、研修が入りま

す。試合数だけみると時間的な余裕が

ありそうですが、ここに海外の試合が

入ってくると、身体的にも精神的にも

かなりきつい仕事と言えます。たとえ

ば火曜日の日本時間の深夜にサウジア

ラビアでアジア・チャンピオンズ・リ

ーグを担当して、帰国後、土曜日の昼

にＪリーグのビッグマッチを担当する

といったスケジュールになることも

多々ありました。

とくに難しかったのはコンディショ

ニングです。幸い私は大きな怪我をす

ることはありませんでしたが、キャリ

アの終盤には複数箇所の痛みに悩まさ

れ、医師、理学療法士、鍼灸師、柔道

整復師の方々には本当にお世話になり

ました。命の恩人です。

2020年以降はこれにコロナ禍が加

わったことで、出国時検査、渡航、隔

離、大会、帰国時検査、隔離、国内で

のバブル対応、再出国のようなサイク

ルも経験しました。1年の3分の1以上、

家に帰ることができなかった年もあり

ましたし、隔離が続いたために身体の

ケアのための通院が思うようにできな

くなってしまいました。サッカーの世

界でもパンデミックの影響は大きかっ

たです。

サッカーは地球上のほぼすべての地

域でプレーされていて、そこには審判

たちがいます。この世界中にいるレフ

ェリー・ファミリーによって、今日も

ゲームが成り立っています。パンデミ

ックの中ではありましたが、ワールド

カップの審判候補として最後まで活動

できたのは、家族はもちろん、周囲の

理解と支えがあってのことです。感謝

は尽きません。やり切った、という思

いで現役生活を終えられたことは幸せ

なことだと思っています。

ICUのPE

―プロ審判員を勇退されて、2023

年4月からICUに復職されました。

サッカーの審判活動を学問的な営み

だとして休職を認めてくださったICU

には本当に感謝しています。この1年

は、サッカーで得たものを一度手放し

て、先入観を捨て、新しい目でものを

見る努力をする時間だったように思い

ます。現在はPEの実技クラスを担当

しているのですが、ほぼ毎日授業があ

るので、その準備、実施に新鮮な気持

ちで取り組んでいます。
― PEの授業内容は変化しているの

でしょうか。

卒業生の皆さんの多くは、セクシ

ョンごとにPEのクラスを割り振られ、

あの水深4ｍのプールを泳いだことを

記憶されていると思います。現在は、

最大20名のクラスで履修クラスは自

由に選択でき、水泳も必修ではなくな

りました。2017年度から新カリキュ

ラムとなり、春学期は身体を動かしな

がら、主として課題解決型のグループ

アクティビティを行うようになりまし

た。運動の得意不得意に影響されない

ように、コミュニケーションゲームや

レクリエーションの要素を多く取り入

れています。

たとえば「パイプライン」というゲ

ームでは、ひとりずつ縦半分に切った

30cm前後のパイプを持って、10名前

後で1個のビー玉をパイプをつなげな

がら転がし、15ｍ先のゴールの筒ま

で運びます。一度でもビー玉が落ちた

り、逆方向に転がったり、手がビー玉

に触れたりしたら、スタートからやり

直しになります。順番や戦術などを全

員で合意形成しなくてはならないため、

必ずコミュニケーションが生まれます。

このような活動を通して、ウェルビ

ーイングを高めながら、大学に慣れる

こと、各々のコミュニティ作りを促す

ことを意図しています。私は極力ファ

シリテーターとして関わるように意識

しています。最初にルール説明をした

ら、あとは安全確保とグループの動態

観察をして、タイミングを見ながら、

個人やグループでの振り返りを促しま

す。省察活動を重視するようになった

ことも、新カリキュラムの特長です。

スポーツと平和構築
― これから取り組みたいことにつ

いてお聞かせください。

ひとつは、リベラルアーツ教育に関

わる者として、研究活動と教育つま

り授業の実践を深めていきたいです。

私の研究分野は体育心理学なのです

が、現在、2017年度より開始された

ICUの保健体育カリキュラム改革の検

証について博士論文にまとめています。

ICUのPEは、レクリエーションや野

尻キャンプに代表されるような野外教

育が根底にあって、それを反映したプ

ログラムになっている点がユニークで

す。すでにさまざまな分析を終え、興

味深い結果が得られています。大学体

育の「新しいモデル」をICUから発信

できたらうれしいです。

もうひとつは、サッカー審判活動の

経験を抽象化して応用、また伝達でき

るようにしたいです。

審判活動を振り返って印象深く思い

出されるのは、紛争を抱える国の代表

チームの誇り高い振る舞いや、政治的

に対立する国のチームが中立国での試

合で見せたフェアプレーです。審判と

して、それらを引き出すために、試合

が間違った方向に進むことのないよう

に、さまざまなアクションを行いまし

2022年6月、韓国―ブラジルの親善試合にて。右端が山内氏。 左から／ PE　サッカー／ PE　フットサル

2021年のアジア・チャンピオンズ・リーグ（サウジアラビア）でライン際を走る山内氏
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で 11 位、「棍術」で 7 位。学生時代

以来のメダルをつかむことはできな

かったが、やりきった。

武術と仕事を両立してきた中で、大

学での学びが生きていると感じる場面

は何度もあったという。「ICU での学

びは、私の価値観を作ってくれた。リ

ベラル・アーツの学びの中で、一見関

係なさそうなことが実は関係している

とわかったり、それを結びつけること

で何かを生み出したりする体験をし

た。社会に出てからも、自分の世界を

積極的に広げようと思えたし、仕事や

武術での関係なさそうな経験を、点と

点で結びつけることができました」

今後は、大会への出場はしないもの

の、「武術自体はめちゃくちゃ好き」。

イベントでパフォーマンスを披露した

り、練習会へ参加したりは続けていく

予定という。

新たな道へ挑戦

現役引退と時を同じくして、リク

ルートも退社して新天地へ挑戦する。

同じ不動産関連だが、これまでの営業

職からマーケティング系の職へ転じ

る。「もともと、社会人として必要な

スキルを身につけたくて入った会社で

した。それはある程度身につけられた

手応えもあるし、これまで武術と両立

してきたからこそがんばれたので、こ

の仕事一本でがんばるビジョンがわか

なかった。武術にかけてきた熱量分、

新しい仕事にかけたいと思っています」

選手としては一区切りを迎えた池内

さん。文武両立や ICU での学びの経

験を踏まえて、新たな道へ進む。

武術を始めたのは 9 歳のとき。中

国から武術の先生が来日し、スポーツ

チームを立ち上げるという話が持ち上

がった。母が趣味で太極拳をやってい

た縁で声がかかり、見学に行くこと

に。「軽い興味で行ってみたら本当に

かっこよくて。先生の動きが人間のも

のじゃないみたいに感じられました」。

チームへ参加することになった。

学業との両立、そして留学も

それからは、学業と両立しながら研

鑽を重ねた。周囲にはスポーツ系の専

門学校に行く選手も多かったが、「自

分の世界を広げたい」と ICU へ進学。

在学中も、時期によっては週 6 日ペー

スで練習に打ち込みつつ、イギリスの

シェフィールド大学へ交換留学するな

ど文武両道を体現した。留学中も、ジ

ムで体を鍛えたり、毎週末マンチェス

ターに電車で出向いて、現地の武術の

チームに参加したり、鍛錬の手を緩め

なかったという。

武術の大会には、実際に戦う「散打」

と、体操競技のような形で点数をつけ

て順位を争う「套路（とうろ）」の大

きく 2 種類の枠があり、池内さんは

套路の選手。套路の選手は何も持た

ない種目と、「短器械」「長器械」の 3

つの種目群の中から、1 種目ずつを選

ぶ。池内さんの専門は、手足を大きく

使う「長拳」、棒を用いて演技をする

「棍術」、刀を用いて演技をする「刀術」

という。

留学から帰国後の 2017 年、ロシア

で開かれ世界 64 か国から約 900 人が

参加した世界大会「世界武術選手権大

会」に出場すると、棍術で世界 2 位

にあたる銀メダル、刀術で同 3 位の

銅メダルと栄えある結果を残した。

仕事と両立しながら世界大会へ

卒業後はリクルートへ就職した。

もっと武術と両立しやすい会社も選べ

た。でも、「選手としてできるのも、

新卒として働けるのも今だけ。大変な

のはわかっていたが、どっちも私に

とっては大切だった」。当然、練習が

あるからといって仕事を免除してもら

えるわけではない。担当は不動産情報

サイトの広告営業。「ほかの新卒と同

じ、もしくはそれ以上の成果を出さな

いと」と身を奮い立たせた。「『成果出

してないくせに早く帰るな』って思っ

ていた同僚もいたと思う。正直、『な

んでこんなしんどいことをしているん

だろう』『もう辞めようかな』と何回

も思いました。けど、今まで自分がが

んばれたのは、リクルートと武術を両

立してきたからこそだと今となっては

感じます」

世界大会には、在職中も参加してき

た。2019 年に上海であった世界選手

権では、入賞したもののメダルは逃し

た。「悔しかったが、自分自身の成長

は感じていた。大学時代よりうまく

なったと胸を張って言えるが、周りの

国の成長スピードがすごかった」。次

の目標は、2022 年秋に中国・杭州で

開かれるアジア競技大会に据えた。4

年に一度開かれ、アジアが本場の武術

においてオリンピックのような存在の

大会だ。コロナで延期になり、開催は

2023 年の 9 ～ 10 月に。手応えはあっ

た。だが、出場権を逃してしまった。

「まだ、動けなくはない。でも、動

けるうちに、自分の力を出し切れるう

ちに引退しよう」。同年11月に開かれ、

こちらは出場権をつかんだ世界選手権

で引退することを決意した。

結果は、「長拳」で 12 位、「刀術」

昨年11月にアメリカで開かれた武術の世界大会に、池内理紗さん（62 ID18）が日本代表として出場し、「棍術」で7位など優秀な成績を収めた。ICU在学中も
勉学と両立しながら練習に励んできた池内さんは、卒業後も会社員と両立しながら練習に取り組んできたが、同大会で現役を引退。これまでの歩みを聞いた。
文：滝沢貴大（本誌）　　写真：本人提供

「ICUでの学びで、社会に出てからも、自分の世界を積極的に
広げようと思えたし、仕事や武術での関係なさそうな経験を、点
と点で結びつけることができました」

池内理紗
IKEUCHI, Risa

1995年、埼玉県出身。9歳のときに中国武術を始め、主な競技
成績は2017年の世界武術選手権大会で棍術2位、刀術3位、
2023年の全日本武術太極拳選手権大会で長器械2位、同年11
月の世界武術選手権大会で長拳12位、刀術11位、棍術7位など。

Special  
Interview 

武術世界大会出場　
池内理紗さん

スペシャルインタビュー

昨年7月の全日本選手権で演舞する池内さん
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ことん楽しんでほしい」という熱い思

いが込められていたように思います。

今回の「未来予想 ZOO」が、在学

生にとって、大学時代の過ごし方やそ

の後の「生き方」のヒントを得られる

場になっていると嬉しいです。

今後も、同窓会学生部では、在学生

のニーズを聴き取り、同じ ICU で過

ごした卒業生ならではの在学生へのサ

ポートを提供していきたいと考えてい

ます。

2024 年 1 月 20 日（土）、ICU キャ

ンパス内の楓寮・樅寮 1 階ウィステ

リア・ホールにて、同窓会学生部主

催・大学協賛によるイベント「未来予

想 ZOO」が開催されましたので、そ

の様子をご報告致します。

「未来予想 ZOO」は、在学生を対

象としたイベントで、卒業生ゲストと

のセッションを通じて、就職活動とは

異なる切り口から、卒業生の生き方・

考え方の多様性を知ってもらい、大学

での過ごし方や卒業後の“生き方”に

ついて考えるヒントを得てもらうこと

を目的にしています。コロナ禍を経て、

ようやく 4 年ぶりのリアル開催をす

ることができました。

当日は雨模様でしたが、1 年生から

4 年生までの 62 人の在学生が参加し

てくれました。イベントに参加した卒

業生は、同窓会学生部のメンバーを含

め 27 人。その他、大学関係者、同窓

会関係者の皆様にもご協力いただきま

した。

卒業生ゲストの顔ぶれは、「ZOO」

というタイトルにふさわしく、金融

系 IT 部門会社員を辞めてプロ麻雀士、

銀行員から町長、テレビ番組制作から

劇団を立ち上げ、子育てしながら劇団

の活動、IT 系企業会社員から起業し

て外資系日本子会社社長、アカデミッ

クの道を進み東大准教授、医学部学士

編入して医師、認定遺伝カウンセラー

になって起業などなど…学生時代のメ

ジャーもさまざまなら、現在の生き方

もさまざま、現在に至るまでの過程も

さまざまで、ICU 卒業生らしい多様

性に溢れていました。

卒業生には、事前に「学生時代に力

を入れたこと」「卒業後のキャリア」「学

生時代、悔いが残ること／うまくいか

なかったなと思うこと／今の自分なら

どうする？」「学生時代、やっておく

と良いこと・良かったこと・現役の在

学生に伝えたいメッセージ」といった

アンケートに答えていただきました。

当日はグループに分かれて、在学生か

らの質問に答えてさらに突っ込んだ話

をしたり、ディスカッションをした

後、ウィステリア・ホールに全員が集

合して、思い思いに対話を深めました。

ICU という同じ場で学んだ者同士で

なければできない交流の場となったの

ではないかと思います。

どのグループでも、在学生は、卒業

生からヒントを得ようと積極的に質問

をしている様子が見られました。参加

した在学生からは、「将来のことに悩

んでいたが、小さなことに思えてきた」

「思い切ってがんばってみようと思っ

た」などの声を聞くことができました。

また、卒業生たちも、在学生に対し

て、自分自身の学生時代を振り返って

真剣に回答しようとしていました。そ

の根底には、「悩むことも含めて今し

かできないことをとことんやってほし

い」「ICU での学生生活を悔いなくと

未来予想ZOO
～ICU卒業生ならではのさまざまな生き方から学ぶ～

03-5776-2435 東京都中央区日本橋小網町８－２       

   https://www.m-laws.jp   E-mail: n.matsu@m-law.jp

松本中央法律事務所
Matsumoto Central Law Office

全国からＺＯＯＭ・電話相談対応

取扱分野：企業法務一般・契約締結交渉・離婚・男女問題・遺言

相続・環境問題・労働問題・債務整理・刑事弁護など

弁護士 松本 典子

（ ・ 期・理学科生物学専攻卒業）

懇切丁寧に対応いたします。

お気軽にお問い合わせください。

TEL

WEB

文：松本典子（45 ID01）　　写真：同窓会学生部
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二胡チーム

ICU祭が開催された10月8、9日の2日間、本部棟北側のアラムナイハウス2階のラウンジでは、同窓会が運営する恒例のカフェがオープンした。
文：新村敏雄（本誌）　　写真：同窓会事務局

アラムナイカフェで同窓生がライブ演奏
2023年ICU祭開催報告

今回は、初の試みとして、営業中の

ラウンジの一角で同窓生に音楽を演奏

してもらえないかと 9 月に発信した同

窓会のメールマガジンで呼びかけたと

ころ、さまざまなジャンルの音楽を嗜

む希望者が手を挙げてくれた。当日は、

来客がスイーツやコーヒーを楽しみな

がらソファーでゆったりと音楽に耳を

傾ける姿が見られた。

自 作 の 詩とメロディで 語 るよう

に歌った後藤そなさん（旧姓河崎、

57 ID13）は「3 年生のころ、『吟遊詩

人』になりたいと思いましたが、今日

やっと、初めて人に聞いてもらうため

に歌えました」と満足げだった。「歌っ

てみての発見もあった。作曲の部分を

もう少し詰めたい」。

ほかの演奏者からも「素晴らしい環

境で楽しく演奏ができました」（ジャン

ルはボサノバ＆ラテン・ジャズ）、「久

しぶりに母校に行き、懐かしさとたく

さんの変化を感じることができました。

アラムナイハウスでの演奏、とても気

持ちよかったです！」（同ジャズバン

ド）、「この度は貴重な機会を、ありが

とうございました。ぜひまた、来年も

参加させて頂ければ幸いです」（同ピア

ノ弾き語り）といった感想が寄せられた。

症状を改善して
元気な毎日を送りたいあなたへ
ICU卒業生の佃隆（44期ID00）とパートナーの佃美香が1993年より
運営しており、毎年1万人以上の方が通院されています。三鷹駅南口
徒歩1分の当院では、姿勢のゆがみと症状の関連性を見極めるカイロ
プラクティック検査を行い、症状の原因を特定します。

「ICUアラムナイニュースを見て・・・」とお電話ください。
ファミリーカイロプラクティック三鷹院

〒181-0013 東京都三鷹市下連雀3-24-7 平嶺ビル301号室

0800-888-4270tel

http://mitaka-chiro.comweb

当院の統計データ

腰
首
下肢
肩
上肢
耳
自律神経
頭部
姿勢
胃腸
赤ちゃん
女性ケア
めまい
呼吸器
目
お肌

腰痛（腰椎椎間板ヘルニア）・背部痛・坐骨神経痛・お尻の痛み・胸部痛
首の痛み（頚椎椎間板ヘルニア）・首のこり・頚椎症
足・膝・足首・かかと・足の指・足底筋膜炎、股関節痛、外反母趾
肩の痛み・肩こり・五十肩・胸郭出口症候群
腕・肘・手首・手の指の痛み・しびれ・震え、手根管症候群、ばね指
突発性難聴・耳鳴り・耳の閉塞感・中耳炎・耳管開放症
自律神経失調症・起立性調節障害・不眠症・高血圧・低血圧
頭痛（緊張型頭痛・群発性頭痛・偏頭痛）、顔面痙攣、顎関節
姿勢のゆがみ・ねこ背・側弯症・骨盤の歪み・O脚・X脚
胃腸症状・逆流性食道炎・過敏性腸症候群・便秘・下痢・吐き気
頭の形のゆがみ・向き癖・斜頸・便秘・手足の突っ張り・夜泣き・反り返り
産後の骨盤矯正・マタニティケア・妊活ケア・逆子矯正・生理痛
目まい・ふらつき・体の揺れ・立ちくらみ・メニエール
呼吸器系疾患・喘息・鼻づまり・蓄膿症・過換気症候群
眼精疲労・斜視・眼瞼痙攣・緑内障・花粉症・ドライアイ
皮膚炎・かゆみ・アトピー性皮膚炎・手湿疹（主婦湿疹）

0% 5% 10% 15% 20%過去1年間の初診時の症状別の割合

年代別の割合

男女別の割合

女性
63%

男性
37％

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

20%

15%

10%

5%

後藤そなさん

神鳥竜彦さん（19 ID75）

ジャズバンド

4 人のライブ
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“ここ”から始まるストーリー

Think globally, 
act locally.
国内の“ある場所”で活躍する仲間にスポットを当て、その活動や経緯などについて
話を聞く本シリーズ。今回は、朝日新聞の記者としてアジアなどで長く特派員生活を送り、
その後、デジタルジャーナリズムなどを担当してきた藤谷健さんに話を聞いた。
日本での仕事は東京が中心だったが、コロナ禍を機に、東京本社に在籍しながら
沖縄県宜野湾市に拠点を移し、新しいウェブサイトの立ち上げ、運営などに取り組んできた。

2023 年 3 月、西アフリカ・セネガルの学校で日本人起業家の活動について取材する藤谷健＝写真家の中野智明さん撮影

途上国の問題、世界規模の課題を考え、伝える
朝日新聞 with Planetシニアエディター　藤谷 健さん（30 ID86）沖縄県

文：長谷川由紀（本誌）　写真：本人提供

1982年ICU入学。在学中はサッカー部所属。87年朝日新聞社入社後、国内支局
などを経て、英字紙記者、ローマ兼ベオグラード、ジャカルタ各支局長、アジア
総局長（バンコク）、ソーシャルメディアエディター、新聞／デジタルの編集長で
ある編集局長補佐などを歴任。今年2月に途上国の開発課題とその解決策に焦点
をあてたメディア「with Planet」を立ち上げる。これまで旧ユーゴスラビアの
ボスニア・ヘルツェゴビナやコソボ、旧ザイール、インドネシア・アチェ、ミャ
ンマーなど紛争や被災の現場のほか、政治やスポーツ、民俗芸能を幅広く取材し
てきた雑食派ジャーナリスト。共著に「ローマ法王－世界を駆けるヨハネ・パウ
ロ2世」（岩波書店）、「TSUNAMIをこえて－スマトラ島沖地震とアチェの人々」

（ポプラ社）など。ロンドン大東洋アフリカ研究学院（SOAS）開発学修士。武蔵
大学非常勤講師（国際ニュース研究）。東京都出身。現在、沖縄県宜野湾市在住。

FUJITANI, Takeshi

途上国の課題を考えるサイト

「対話を重ね『自力』を引き出す農

業開発に伴走する NGO の手法とは」

朝日新聞デジタルの新しいサイト

「with Planet」に執筆した記事は、ア

フリカ・セネガルで活動する日本の

NGO の活動を通じ、国際協力のあり

方を考える内容だ。

with Planet は、朝日新聞がビル＆

メリンダ・ゲイツ財団とのメディアパ

ートナーシップのもと、一部助成を受

けて運営している。2023 年 2 月にス

タートした。フリーランスジャーナリ

ストらの協力も得て、グローバルヘル

スや教育、難民、地球温暖化など、主

に低中所得国が直面する課題を取り上

げている。

「いろいろな矛盾のしわ寄せが来て

いる。地球温暖化の問題なども含めて

もっと共感し、一緒になって解決して

いかないと日本も立ちゆかなくなる」

英国メディアがゲイツ財団の資金で

途上国開発問題に特化したサイトを作

っていることを知り、同じようなサイ

トを始めたいと同財団に協力を呼びか

けた。すぐには実現しなかったが、そ

の後、来日したビル・ゲイツ氏をイベ

ントに招いたり、ゲイツ氏と妻（当

時）のメリンダ氏が編集長を務める特

別紙面を作ったりしているうちに話が

動いた。

「購読制でも広告モデルでもない寄

付・助成型の第三のモデルのメディア。

普通の取材ではニュースになりにくい

ようなものが今は大切。日本がどのよ

うにかかわっているかも含めてそこを

伝えられることが大きい」と考える。

サイト運営に携わりながら、沖縄から

世界各地に出張しながら執筆を続けて

いる。

途上国問題へのこだわり

途上国の課題に関心を持ったのは

ICU 在学中。政府の「東南アジア青

年の船」プログラムで、東南アジア諸

国連合（ASEAN）各国を訪問したほ

か、タイの山岳地帯で行われていたワ

ークキャンプに参加した。興味が広が

る中、4 年次にフィリピンにあるシリ

マン大学に交換留学した。

寮で暮らしながら勉強していたが、

周りには第二次世界大戦中、旧日本軍

に身内が殺されたという人や、戦前に

ダバオにマニラ麻のプランテーション

で入植した日本人の祖父がいると話す

人もいる。留学中、マルコス独裁政権

打倒を目指すピープルパワーも起きた。

「東京生まれで東京育ち。日本がや

っていたことも含めて、知らないこと

が多かった。歴史を背景にしたことな

どを肌で感じた」

当 時 は、 途 上 国 の 搾 取 の 問 題 や

ODA 批判も出てきていたころで、現

地で実態を取材し、伝えたいという思

いから朝日新聞に入社。その後、欧州

やアフリカ、アジアを中心に紛争や災

害などの現場で取材を続けてきた。

2013 年からはデジタルに関わる仕

事に軸足が移ったが、そこでも「途上

国の開発問題や国際協力、世界の貧困

などは、若い人に考えてもらいたい」

と思い、若い利用者の多いデジタルを

通じた発信を模索してきた。これが

with Planet につながった。

沖縄と世界

宜野湾市にマンションを購入したの

は 2009 年。ついの住み家を探してい

て、ダイビングによく行っていたこと

や、東南アジアにも似た気候、時間の

流れが気に入ったという。

仕事の都合で東京と二拠点生活も送

ったが、コロナ禍で仕事もオンライン

が多くなったこともあり、会社の理解

も得て、今は基本的に沖縄で暮らす。

「例外だと思いますけどね」と笑う。

ただ、離れていたからこそ、他者

の思惑などをそれほど気にせず、with 

Planet の立ち上げに取り組めたと感

じている。

フィリピンなど海外各地で体感した

複雑な歴史や関係と同じように、沖縄

も複雑な事情を抱える。「新聞社で沖

縄というと、なんだか沖縄のことをラ

イフワークにするようなイメージがあ

るかもしれないが、関係ない」という

が、途上国の問題や世界規模の課題、

矛盾などを様々な角度から見つめ、ど

のように伝えるかを考え続けるジャー

ナリストにとっては、格好の場ではな

いだろうか。
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各ジャンルで活躍の同窓生を紹介

_People 宮智 泉 （29 ID85）

2019年に競輪・オートレースを統括する公益財団法人JKA初の女性理事（非常勤）に就任した。
長年、記者として社会や暮らし、ファッションなどを担当し、昨年7月からはフランスの女性誌
マリ・クレールデジタル（日本版）の編集長も務める。競輪とファッション？　あまり関係がなさそうな業界を
行き来しながらも、独自の視点でそれぞれの世界を見極め、仕事に取り組んでいる。
文・写真：長谷川由紀（本誌）

東京都出身。1985年、国際基督教大学卒業後、読売新聞社に入社。20年
余り、生活面に携わる。家族問題や働く女性、ファッションや食などのテ
ーマを担当。ミラノやパリなど海外コレクションを取材してきたほか、デ
ザイナーのインタビュー多数。2009年、カリフォルニア大学バークレー
校ジャーナリズム大学院講師。生活部長、編集局次長、編集委員を経て、
2023年7月からマリ・クレールデジタル編集長。2019年より、公益財団
法人JKA理事（非常勤）。著書にファッションデザイナー山本耀司を取り
上げた「服を作る―モードを超えて」（中央公論新社）。

MIYACHI, Izumi

ファッションから競輪の世界へ

インタビューの待ち合わせは表参道。

ファッション関連の展示会を回ってい

るというので、その合間に時間をもら

った。直前は海外出張に行っていた。

取材に打ち合わせ、展示会などなど…

「全然時間が足りない！」と笑う。

ICU卒業後に入社した読売新聞で、

一貫して記者としてやってきた。主に

担当してきたのは生活面で、働く女性

や家族の問題、ジェンダー、食、ファ

ッションなどの取材に携わってきた。

特にファッションには深いこだわりを

持ち、国内外の数多くのショーを取材。

世界的なデザイナーたちと交流し、フ

ァッションが映し出す社会や世相、デ

ザイナーの世界観や思想をじっくり見

据えて伝えてきた。

そんな中で出てきたJKAの話は、ま

さに青天のへきれき。「なんで？」と

は思ったが、なってみれば、持ち前の

好奇心と物事を追求したい気持ちが大

きくなった。「競輪もオートレースも

男性が運営していて、男性のためのも

のというイメージが強い」と思ってい

たが、一方で、公営競技には、収益を

被災地の救援活動や復旧支援、検診車

や福祉機器の整備など、公共の目的に

使い、社会に還元していくという役割

もある。「生活と密着に結びついてい

ることを知らない人も多い。存在やそ

の役割をもっと知ってもらうためにど

うするか、補助事業をもっと活用して

もらうためにはどうすべきか。女性と

いうだけでなく、これまでの担当者以

外の人を入れて広げて考える必要があ

ると思った」。

 初の女性理事

理事としては初の女性。職員も男性

が多数を占める中、競輪やオートレー

ス、組織について学ぶ傍ら、女性職員

の話も聞きながら、何ができるか考え

てきた。

JKAの課題の一つだったのが女子

競輪のリブランディングだった。「い

つも男子競輪が中心で、女子は男性の

アイドル的存在として見られてきた面

も大きかった」と感じ、「五輪種目の

自転車競技で、男女共に競輪選手も日

本代表で出場しているのだから、女子

ももっとスポーツ選手としての強さや

かっこよさを打ち出せば、選手になり

たいという女性が増え、ファン層も広

がるはず」と訴えてきた。

女性選手の意見や要望はきちんと聞

いているのか。ユニホームはなぜこの

ような色や形状なのか―。気付いた

ことを口に出す。女性職員に対しても

「補助的役割に甘んじることなく、そ

の仕事のプロとして組織を支えてほし

い」と激励する。

女子競輪のCMが格好良さをアピー

ルするものになったり、外部への聞き

取り調査でフェミニズムの研究者が選

ばれたり、「少しずつ変化も見えてき

た」と感じている。

よそ者：外からの視点

学生時代のアルバイトで国際報道

に興味を持ち、新聞社に入ったもの

の、生活面を担当する婦人部（現・生

活部）に。ファッションもたまたま担

当者がいなくなったために引き継いだ。

「国際部に行きたかった」と思ってい

たが、ある取材でファッションデザイ

ナーの森英恵さんに「パリに行きなさ

い。パリに行けば世界が見える」と言

われて海外のファッションやその報道

に興味を持ち、上司を説得してパリコ

レ取材が実現した。「本当に世界が動

いていると思った。日本ではわからな

いことがたくさんあり、こんな価値観

の人がいるという、ものすごい衝撃を

受けた」。世界を見る、語るというの

は政治や外交、経済などだけではない

と気付いた。

海外の異なる価値観の人たちと出会

い、違う世界を見てきたことで、外か

らの視点を知ることや、自分の考えや

立ち場を確立して伝えることの重要性

を痛感した。「日本のような均質・同

質な社会の中でいかに違うものを出し

ていくか、ほかにはないものを出して

いくか、特に世界にむけて主張できる

かが重要」

記者としてもJKAでも「よそ者」の

視点を大事にする。「摩擦なく何かを

やることは無理。違う価値観を入れて

いかないと変わらない」と信じてやっ

てきた。

ICUには3年次に米国の大学から編

入した。在学時や卒業直後はあまり意

識していなかったが、最近はICU出身

と言うことがうれしいという。「世界

に出て、海外の人と会いながらずっと

仕事を続ける中で、ICUに行って良か

ったと思うようになった。勉強だけで

はない何かトータルなものだと思う」

偶然担当したファッションはライフ

ワークになった。よそ者の視点を持ち、

どんな状況でも楽しみ取り組む姿勢は、

ICUでの体験も生きているのかもしれ

ない。
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知っているのに、何を知って
いるか分からない

見る、聞く、味や匂いを感じるとい

う認知機能は人間以外の動物も持って

いますが、言語は人間だけが持つもの。

その私たちは毎日言語を使っているけ

れど、言語自体は見えません。日本語

話者として日本語を知っているのに、

なぜこの文章は正しいのか？　なぜこ

の接尾辞がありこのように発音するの

か？　と問われても、答えられないで

しょう。例えば、柿はカキ↑️で牡蠣は

カキ↓なのに、カキフライだとカキ↑️

になるのは、習ったこともないのに知

っています。誰しも自分は言語を知っ

ていると思っているのに、実際は何を

知っているか知らないわけです。全員

が持っているのに、目に見えず、何を

知っているか知らないのが言語です。

人間の本質について考える学問

言語学は、脳科学や生物学、最近は

認知科学やコンピューター工学とも関

わりがあります。Chat GPTは人工知

能として語られることもありますが、

本当に知能なのでしょうか。膨大な

言語データを処理して学習して最適な

答えを求めているだけであり、本当の

意味で考えることはできません。また、

スパムフィルターは学習したスパムの

形でなければ認識できませんが、人間

は異質なものをすぐ認識できます。1

億通り学習したとしても、1億1通り

目は、人間は認識できてもスパムフィ

ルターには認識できないと思います。

言語学は、言語という研究対象を通し

て「人間とは何か」ひいては「人間の

本質」について考える学問であるとも

言えます。

現在研究していること

私は博士論文（理論言語学）で、南

アフリカ共和国のツォンガ語を研究し

ました。アフリカでは南アフリカを主

なフィールドとしており、2010年頃

からほぼ毎年訪れています。他にはイ

ンドのシッキム州の少数民族言語、中

国の少数民族言語、ビルマ語、宮古島

方言、波照間島方言、韓国の方言、南

太平洋のキリバス語などを研究してい

ます。研究では人との関わりや関係の

構築が大切で、現地を訪れて「データ

をください」と、それで終わることも

後戻りすることもできません。人と話

すことは好きなので、長年の研究で多

くの友人ができました。世界各地にい

る少数民族言語の研究者と一緒に研究

することもあります。今は主に3つの

プロジェクトに関わっています。1つ

目は、南アフリカの言語が、文構造の

複雑さによってどのようにイントネー

ションが変わるかという研究。「昨日

何を食べたと？」という福岡弁のよう

に音が上がっていくイントネーション

が、アフリカにはたくさん存在するの

で、それを調べています。2つ目は高

齢者の文処理に関する研究で、3つ目

は音声類型論の研究です。

学生と一緒に研究することの
大切さ

研究にはいつも学生が関わっていま

す。データ処理をお願いし、そのデー

タを使って学会で一緒に発表すること

もあります。発表には学生同士の協働

も必要で、単に頭が良い人として卒業

していくのではなくcollegialityも大

切にしています。以前、落語に携わる

学生と出会う機会があり、ちょっと研

究してみようかということになりまし

た。彼は歴史学メジャーでしたが、落

語サークルの大学生8人のデータを取

り、音声学会で一緒に発表し、チェコ

の国際音声学会でも発表しました。彼

は歴史学で卒業しましたが、このよう

に学科を超えて研究して発表するとい

う経験は、ICUでしかできないことで

はないでしょうか。

私の授業は、学生が考える機会が非

常に多いです。200番台の授業からは

筆記試験ではなく、授業で学んだこと

に基づき学会に提出するような形式で

論文にまとめます。論文を書く機会が

多いと、それが練習となり良い卒論が

提出されますし、大学院に進学する学

生はその論文を使えます。少しだけ言

語学のプロジェクトに関わった学生で

も、卒業論文だけでなく学会で発表し

た言語学の論文があるのが特徴です。

世界の言語は平等

私が担当する一般教育科目では、さ

まざまな地域の言語を紹介したり、自

分の研究を話したり、多様な言語の研

究者（2023年度は米国のチェロキー

語の研究者）に講演してもらったりし

ます。ある学生の感想には、こう書

いてありました。「多様性の話はあら

ゆる場所で聞くが、西洋や米国が多

く、この授業のように少数民族のこと

を学ぶ経験はあまりなかった。」フィ

ールドメソッド（言語学特別研究 II）

では、外国出身のICU大学院生をTA

として採用し、その方の言語を1学期

間かけて調べます。授業内はもちろん、

授業外でも毎週必ず10～20分は会っ

てデータを取って分析します。2023

年度春学期はウガンダ出身、2024年

度は南スーダン出身の方で、過去には

ズールー語、フィジー語、キリバス語、

パシュトー語などの言語も扱いまし

た。世界に6500も存在するという言

語、学生たちには言語の多様性を知っ

てほしいです。

私たちはすぐ「差」について考えて

しまう生き物です。しかし、言語の

「差」は脳自体が違うのではなく、幼

少期に生成された文法を使っているだ

けで、知能も知識も同じです。言語学

を学んだ学生には「発音が違う人や方

言を使う人を見ても偏見を持たない」

「言語の差別はしない」「言語の差を認

めること自体が偏見のない社会をつく

る」これだけは覚えていてほしいと願

っています。偏見や先入観は「言語」

の違いから始まる場合が多いからこそ、

言語学は全ての学生に履修してほしい

ですね。

今回ご紹介するメジャーは、言語学です。「言語学の現地調査で大切なのは、人と関わり関係を築くこと。
人と話すことは好きなので、それで友人がたくさんできて。」
にこやかに研究室に迎え入れてくださったのは、少数言語の音声学と音韻論を研究テーマとする李勝勲上級准教授。
授業で大切にしていることや、言語学を通して学生たちに伝えたいことを伺いました。
文・写真：亀山詩乃（本誌）

第27回  言語学　李 勝勲 上級准教授
全31の中から気になるメジャーを紹介

言語学のデータ

● 開講されている主な授業科目
（2023年度現在）

言語学入門Ⅰ、Ⅱ
語用論
統語論
言語学特別研究Ⅰ-Ⅲ
言語学上級セミナーⅠ-Ⅳ
英語学
形態論
音声学
語彙の研究
音韻論
意味論
社会言語学
実験言語学

お邪魔します！　
あのメジャー 国際基督教大学　上級准教授

ソウル国立大学でM.A.（言語学）を取得後、 ラ
トガース大学にてPh.D.（言語学）を取得。
2015年9月にICUに着任。専門は、言語学で、
音声学・音韻論、理論言語学、言語記述（アフ
リカ、チベット・ビルマ、南太平洋、韓国語、
日 本 語） を 扱 う。ICU Working Papers in 
Linguisticsシリーズを発行するほか、論文

「Const i tuent St ructu re and Sentence 
Phonology of Korean」を筆頭著者として発
表している。また、優秀論文発表会を毎年主催
している。

イ，スンフン 
 LEE, Seunghun

期末レポートや授業でまとめた論文を、
学生が編集して冊子にしたもの。国際基
督教大学リポジトリに全て保管されてお
り、ダウンロードもできる。日比谷潤子
前学長（言語学）が退職するにあたり、
教え子たちや関係者から募った論文を集
めた巻もある。
https://icu.repo.nii.ac.jp/
↑️国際基督教大学リポジトリ

ICU Working Papers 
in Linguistics



18 19

大学のページFrom the University
今回より、学生団体やサークルなど課外活動をご紹介いたします。献学時、または皆さまが在学されていた当時から続く学生団体が今も多数活動しています。
学業だけにとどまらないICUのもう一つの魅力、課外活動における学生の活躍をご覧ください。
文・写真：各団体より提供

左から／ 2023 年度 花見ステージパフォーマンス／ 2023 年度 ICU 祭／少人数編成でコンボセッションにも挑戦

ICU Modern Music 
Society

ICU Modern Music Society、 通

称MMS（ムムス）はビッグバンド、

特にスウィングジャズの演奏や、コン

ボジャズの演奏を主として活動してお

り、大学献学当初、故山野政光氏（1期、

山野楽器第三代社長）らが中心となり

設立されました（設立時名称：ジャズ

メンズ・クラブ）。日本ジャズの黎明

期である1950年代に設立以来、60回

以上に及ぶ定期演奏会を継続的に開催

し、数ある学生ビッグバンドの中でも

特に長い歴史を誇るクラブとなってい

ます。2023年で70周年を迎えること

ができました！

MMSはコロナ禍以前に、山野ビッ

グバンドジャズコンテストへの出場や

他大学とのジョイントコンサート、ア

メリカツアーなどを行っており、積極

的な活動を行っていました。ところ

が、コロナ禍では活動が制限されたせ

いで、アクティブメンバー数が極端に

減ってしまい、合奏や部としての活動

ができない状況にありました。しか

し、他大学の奏者へのエキストラ勧誘、

また2022年から留学生やセプテンが

入部した甲斐もあり、昨年9月以降は

ICU祭への出演をはじめ、ほか3つの

コンサートを開催することができまし

た。今年度に入ってからは、学内の他

団体との交流も深め、前年度に引き続

きICU祭に出演、加えて学生サークル

「Spanish Speaking Society」との

合同イベントなども開催しました。現

在は、山野ビッグバンドジャズコンテ

ストへの出場へ向けて奮闘中です！

コロナ禍での活動制限や、演奏活動

を自由に行えないなど、ここ数年困

難の多かったMMSですが、それでも

MMSのメンバーの個性や人柄の良さ

や団結力で、着実に活動を広げること

ができています。ICUにはさまざまな

文化的バックグラウンドを持つ人がい

ますが、もちろん音楽でも同じことが

言えます。MMSにはJ-POPをよく聴

くメンバーもいれば、中高はビッグバ

ンド一筋でやってきたという人もいま

すし、教会音楽で育ったというメンバ

ーもいます。このような多様性の中で

は、メンバー間で意識するポイントも

違っているため、スウィングジャズと

いう一つのジャンルを演奏する上での

共通認識を作っていかなければなりま

せん。苦労することも多々ありますが、

異なる音楽環境で育ったメンバーだか

らこその新しい視点や解決策が生まれ

ることもあり、それこそが多様なメン

バーでやることの面白さであり、この

団体の大きな魅力になっていると思い

ます。

設立から70年という長い歴史を

持つ団体なので幸いなことにOBOG

の皆さまとの交流もあります。特に

ID18など比較的最近卒業された方々

とは、練習会やレッスンなどをして

いただいており、大変励みになって

います。また、OBOG主催のビッグ

バンドに現役生を呼んでいただくこ

ともあり、大変貴重な経験になりま

した。他にも個別レッスンの開催な

ど、OBOGの皆様に支えられて活動

しています。コロナ禍で中断していた

MMS Facebookの更新も今後頑張っ

ていきますので、これからもMMSを

見守っていただけると嬉しいです！

【設立年】

1953年（71年目）

【現在の在籍人数】

約30名

【活動日】

週3日　月・水・金曜日（学期によっ

て変動する可能性あり）

【活動場所】

ディッフェンドルファー記念館 西棟

(新D館) 地下１階 音楽練習室

【直近のイベントや試合等】

4月下旬に学内にてリサイタルを開催

する予定です。コロナ前に途絶えてし

まったリサイタルの文化を取り戻せた

らいいなと考えています。

【SNSおよび連絡先】

Facebook: ＠icumms

X(Twiter):@mmsicu

Instagram:@mms.icu

Gmail:mmsicu@gmail.com

男子サッカー部

国際基督教大学男子サッカー部は

1953年にサッカー同好会として設立

され、現在ID26、27を中心に約30人

の部員と監督、コーチらと共に活動を

しています。２シーズン前から関東大

学サッカーリーグ戦東京・神奈川2部

に所属しており、来シーズンは1部昇

格を目標にチーム一丸となり日々トレ

ーニングに励んでいます。

昨シーズンは、全員の予想をいい意

味で裏切ることを目標として活動して

きました。ICUサッカー部は全員が強

豪校出身でもなく、さまざまなバック

グラウンドを持った人が集まっていま

す。中には高校でサッカー部に入って

いなかった人もいます。そのようなチ

ームが現在関東大学サッカーリーグ戦

東京都・神奈川2部に所属して、格上

チームに勝利するというのは私たちの

活動する意義にも繋がっています。

勝利した時に巻き起こった熱狂は、

日々の練習で積み上げたものが実を

結んだのだと感じ、活動していて一

番嬉しく楽しい瞬間でした。その一瞬

を追い求めて日々の練習に妥協なく励

んでいます。また、メンバーの仲がよ

く、ピッチ内では全員100%で取り組

み、ピッチ外では年齢関係なく全員フ

ラットな関係で喋るなど、メリハリ

がしっかりしているチームです。この

ことは選手だけではなく監督、コーチ、

マネージャー全員にも共通して言えま

す。チームとしてのまとまりがこのサ

ッカー部の魅力だと感じています。

現在幹部を務めるID26からはコロ

ナ禍の部活動を実際に経験していませ

んが、コロナ禍では満足な活動をする

ことができず、練習や練習試合ができ

なかったことに苦労したと先輩方が

おっしゃっていました。当時は部員

が集まって練習ができなかったため、

Zoomで体幹トレーニングを行ったり、

トレーニングを記録するアプリを使用

し、各々が筋トレやランニングの記録

をとって部内で共有したそうです。こ

のように、離れ離れにならなければい

けない時期でもチームが繋がりや部員

たちの居場所になっていたことが、先

輩たちから受け継がれ、現在の私たち

の強みでもあるチームとしてのまとま

りがあるのだと思います。

OBOGの 皆 さ ま に は、 日 頃 か ら

Facebookの投稿やInstagramの試合

配信などを通して、実際に試合会場ま

で足を運んで応援してくださりありが

とうございます。皆さまの温かい応援

が部員全員を勇気付けてくださいまし

た。また、金銭的なサポートもしてい

ただき、今私たちが活動できているの

もOBOGの皆さまの支えがあっての

ことです。コロナ禍の影響で、ここ数

年間現役とOBOG会の皆さんが集ま

る場が少なくなってしまっていました

が、今後は以前のようにOBOG会の

皆様と積極的に交流する場を増やして

いきたいと思っています。今後とも応

援よろしくお願いします。

【設立年】

1953年（71年目）

【現在の在籍人数】

約30名

【活動日】

週5-6日

【活動場所】

ICUグラウンド

【直近のイベントや試合等】

4月から新リーグが開催されます。ぜ

ひ応援にいらしてください。

【SNS】

Facebook:@icufootballclub

X(Twitter):@ICUFC

Instagram:@icufc_official
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ICU Modern Music 
Society
ICU Modern Music Society, com-
monly known as MMS (Mumus), is a 
big band which mainly performs 
swing jazz and combo jazz, and it 
was established by the late Masamit-
su Yamano (one of the first ICU grad-
uates and the third president of Ya-
mano Music Co., Ltd.) with other 
fel low members when ICU f irst 
opened its doors to students. (It was 
called the Jazz Men’s Club at the 
time of its founding.) Since its estab-
lishment during the dawn of Japa-
nese jazz in the 1950’s, MMS has 
continuously held over 60 regular 
concerts, and has a particularly long 
history among the numerous existing 
student big bands. MMS celebrated 
its 70th anniversary in 2023!
Prior to the COVID-19 pandemic, 
MMS actively took part in events 
such as participating in the Yamano 
Big Band Jazz Concert, holding joint 
concerts with other universities, and 
going on a tour to America. However, 
with its activities limited during the 
pandemic, the number of active 
members decreased drastically, and 
MMS was unable to perform as an 
ensemble or hold activities. Despite 
this situation, MMS invited additional 
players from other universities, and 
from 2022, foreign exchange stu-
dents and September students also 
entered the club. As a result, since 
last September onwards, MMS has 
performed at the ICU Festival, and 
also held three other concerts. From 
the beginning of this academic year, 
MMS has deepened its ties with oth-
er student groups within the universi-
ty, and continuing on from last year, 
participated in the ICU Festival again, 
as well as holding a joint event with 
ICU’s Spanish Speaking Society. 
MMS is currently practicing hard in 
order to participate in the Yamano 
Big Band Jazz Concert!
Although MMS faced numerous diffi-
culties during the past few years with 
limitations on its activities during the 
COVID-19 pandemic and also being 
unable to perform freely, it  has 
steadily extended its activities as a 
result of the originality, pleasant per-
sonalities, and unity of its members. 
ICU students come from various cul-

tural backgrounds and the same can 
be said about their background in 
music. Some MMS members fre-
quently listen to J-pop, others dedi-
cated their middle and high school 
years to performing in a big band, or 
grew up listening to church music. 
This diversity means that members 
differ in their area of focus, and it is 
therefore necessary to establish a 
common understanding when per-
forming the genre of swing jazz. Diffi-
culties often occur, but the differing 
music background of the members 
can also provide new perspectives 
and solutions, and this element is 
what makes working together with 
diverse members so enjoyable, and 
is also an important contributing fac-
tor to MMS’s appeal.
With its establishment 70 years ago, 
MMS’s long history provides the 
opportunity for current student mem-
bers to keep in contact with the club
’s alumni. The club’s recent alum-
ni, particularly those in ID 18, attend 
our practice sessions and provide 
lessons which have greatly encour-
aged the current members. More-
over, current student members have 
been invited to big bands organized 
by the club’s alumni which have 
provided an extremely valuable ex-
perience. MMS activities are able to 
continue through the support from 
the club’s alumni who also provide 
us with individual lessons. The MMS 
Facebook, which was suspended 
during the COVID-19 pandemic, has 
also recommenced and is being up-
dated from this year, and we hope to 
receive your continuing support!
 
[Year of Establishment]
1953 (71st Anniversary)
[Number of Current Members]
Approximately 30 members
[Activity Days]
Three days per week: Mondays, 
Wednesdays, Fridays (Changes may 
occur depending on the trimester)
[Activity Location]
Diffendorfer Memorial Hall, West 
Wing Basement Music Practice 
Room
[Upcoming Events or Competitions]
MMS is planning to hold a recital in 
the university campus at the end of 
April. We hope to revive the tradition 
of holding recitals which was sus-

pended before the COVID-19 pan-
demic.
[Social Media and Contact Address]
Facebook:＠icumms
X(Twiter):@mmsicu
Instagram:@mms.icu
Gmail:mmsicu@gmail.com

ICUFC (Football)

ICU’s male football club (ICUFC) 
was established in 1953, and it cur-
rently has approximately 30 mem-
bers, mainly from ID 26 and 27, as 
well as a head manager and coach. 
The club belongs to the Kanto Uni-
versity Football League, Tokyo/
Kanagawa Second Division since 
two seasons ago, and the team is 
currently training daily with the aim of 
moving up next season into the First 
Division.
Last season, the members aimed to 
overturn everyone’s predictions in a 
good way. ICUFC’s members are 
not all from high schools with a 
strong football team, and its mem-
bers come f rom var ious back-
grounds. Some members did not 
even belong to a football team in 
their high schools. The fact that a 
team such as ours currently belongs 
to the Kanto University Football 
League Tokyo/Kanagawa Second Di-
vision and has won matches against 
stronger teams, provides meaning to 
our club activities.
The happiest and most enjoyable 
moment in our club activity was 
when these matches marked a victo-
ry for ICUFC with such fervor that we 
witnessed the fruition of our daily 
practices. We continue practicing 
daily without any compromises in our 
pursuit of that very moment. More-
over, the members are all close to 
each other, and everyone gives their 
best on the field, and outside the 
field, we all talk to each other as 
equals, irrespective of age, and the 
team maintains a good balance. This 
element is not only evident among 
the players, but the same can be 
said regarding the head manager, 
coach and team assistants. I believe 
that the team’s appeal can be 
found in its unity.
Members in ID 26, the year the cur-
rent executive members of our club 
are in, and later, did not experience 

Text provided by each group and club

From now on, we will be introducing ICU’s extracurricular activities which include student groups and clubs. Many of the student groups, established 
when ICU first opened its doors to students and also while you were students at the university, still continue to be active today. Not just limited 
to academic studies, ICU’s appeal also extends to its extracurricular activities. Please take a look at the active participation of students in their 
extracurricular activities.

what club activities were like during 
the COVID-19 pandemic, but the se-
niors have talked about the difficul-
ties which they faced when they were 
unable to carry out practices or hold 
practice matches. At the time, as 
members were unable to meet and 
hold practices, they carried out body 
core training exercises on Zoom, and 
each member used an app to record 
their muscle training and running ex-
ercises which were subsequently 
shared with the other club members. 
I believe that the team’s unity and 
the sense of belonging among its 
members even during a period when 
they were forced to remain apart has 
been passed on to us from our se-
niors, and is reflected in our strength 
as a unified team.
We remain in contact with the club’
s alumni on a regular basis through 
Facebook posts and by streaming 
our matches on Instagram, and we 
would like to thank you for actually 
coming to our matches and support-
ing us. Your warm support has given 
us courage. Moreover, we are grate-
ful for the financial support which we 
have received from you, and it is your 
support that enables us to continue 
w i t h  o u r  c l u b  a c t i v i t i e s .  T h e 
COVID-19 pandemic prevented the 
current members and the club’s 
alumni from getting together often in 
the past several years, but in the fu-
ture, I hope that we will be able to in-
crease opportunities for interaction, 
as in previous times. We look forward 
to your continuing support.

[Year of Establishment]
1953 (71st Anniversary)
[Number of Current Members]
Approximately 30 members
[Activity Days]
Five to six days per week
[Activity Location]
ICU field
[Upcoming Events or Competitions]
The new League season begins in 
April.
Please come and support us.
[Social Media and Contact Address]
Facebook:@icufootballclub
X(Twitter):@ICUFC
Instagram:@icufc_official
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北海道支部　懇親会開催報告
文：我孫子洋昌（39 ID95）

11月5日、ICU同窓会北海道支部の懇

親会を開催することができました。道内

の美味しい店をたくさんご存知の齋藤龍

さんオススメの中国料理店、養源鄕で開

催することができました。

幅広い世代の卒業生、元ICU教会牧

師のゲッツ先生、ICUからも富岡理事と

小瀧さんを合わせて総勢27人が集いま

した。

ICU同窓会北海道支部の懇親会が開

催できない間に逝去された、山田純さん、

鎌島先生、永田先生もきっと、懇親会の

様子を見守りながら一緒に楽しんでくだ

さっていると開会あいさつで申し上げ、3

期生鈴木良一さんの乾杯で開会しました。

富岡理事と小瀧さんからICUの近況

（新しい施設や奨学金制度など）につい

てお話を伺った後、北海道支部同窓会と

いえば定番の自己紹介&近況報告が約1

時間ありました。

「ICUもいいけど、勤務先の大学もお

ススメです」という話や、「大学院の間だ

け北海道で…と思ったら30年過ぎまし

た」という話、ご夫婦でのスピーチはま

るで夫婦漫才…などなど、それぞれの

ICUとの出会いや現在の暮らしの様子、

仕事の話など盛りだくさんの内容で、（案

の定）予定時間をオーバーすることにな

りました。

今回出席が叶わなかった皆様も、次回

はご参加いただき、道内の色々なところ

で暮らしている卒業生同士で交流を深め

る機会になればなぁと思っています。

テニス部OBOG会開催報告
文：田中ゆかり（27 ID83）

2023年11月26日（日）12:00-14:00、

ICU大学食堂にて、第4回ICUテニス部

OBOG会を開催いたしました。前回の

2019年11月から4年ぶりとなります。

前日までの温暖な陽気から一転、冬日

となったICUキャンパスですが、朝から

の小雨にかかわらず、OBOG66名、現

役14名の総勢80名が参加しました。久

しぶりにリアルで談笑できるだけでなく、

卒業年度1961（5期）から、卒業予定年

度2027までが一堂に会する、半世紀以

上の世代を超えた同窓会となりました。

会は、OBOG代表挨拶、竹内理事長

のビデオメッセージ、同窓会支部報告、

現役の活動報告、現行・次期幹事紹介と、

とどこおりなく進行し、懐かしい面々と

の歓談、初めて会う現役生との交流であ

っという間に時間は過ぎ、次回開催時の

再会を願って閉会となりました。終了時

には雨も上がり、現役案内役によるキャ

ンパスツアーを予定通り催行することが

できました。多くのOBOGが懐かしいテ

ニスコートはもちろん、新築あるいはリ

ノベされた施設設備を感慨深く見学され

ていました。

この場を借りて、設営から撤収まで多

大なご協力をいただいた現役の皆さん

と、準備にご協力くださった大学総務並

びに同窓会事務局に改めてお礼を申し上

げます。

関西支部会開催報告
文：高畑かおる（27 ID83）

2023年11月26日（日）に久々の関西

支部会が開催されました。会場のベトナ

ム料理リヴ・ゴーシュが入る芝川ビルは

昭和2年に建てられた有形文化財で、お

料理はベトナム料理のブッフェでした。

支部長の近藤尚孝さん（22 ID78）の

ご挨拶に始まり、荻原哲先生（17 ID73）

のご講演の後、自由な歓談という形で行

われました。総勢33人、2期（ID58）か

ら47期（ID03）までの幅広い年齢層の

会員の方のご参加で、関西らしい賑やか

な会となりました。また、ICU常務理事

の富岡徹郎様、同窓会組織部担当役員

の武藤小枝里様にもご参加いただきまし

た。

荻原先生のご講演（下記参照）はご自

身のヒストリーを語られる中で聴き手に

も問いかける形で行われました。懇談会

の中での何名かの方のスピーチでも荻原

先生のテーマを受け取ってのメッセージ

があり、ICU同窓という共通のバックグ

ラウンドを持つ参加者の間で親密な交流

ができたと思います。

〈ご講演〉

「サイエンスとミュージック：ICU 50年の

宿題」

荻 原 哲（Satoshi Ogihara, Ph.D.）

（17 ID73）

理学博士、大阪大学名誉教授（Professor 

Emeritus Osaka University）、ワンコ

イン市民コンサート実行委員会事務局代

表（Executive Director, OCCA/One-

Coin Concert for ALL）

香川支部会　開催報告
文：浜崎直哉（37 ID93）

2023年12月2日（土）17時 よ り 高

松市内の「nagara」にて、2019年以

来の香川支部2023年の会を開催しま

した。

5期から65期までの、香川支部に登

録いただいている卒業生11人と、（藤

村美幸さん（59 ID15）望月悠伍さん

（65 ID21）が初参加）、徳島支部から

木村支部長ともう1人参加され、総勢

13人での会となりました　

冒頭に浜崎支部長（37 ID93）より、

香川支部のあゆみをお話し、その後末

吉会長（16 ID72）による乾杯の発声

で和やかに会はスタートしました。

2019年以来の全体会でしたが、顔

ぶれに若い世代が増え、にぎやかな楽

しい会合となりました。

コロナ状況の中でも、香川支部のメ

ンバーは順調に増え、岡山県からも参

加される方が出てきており、50人を

アラムナイハウスから
From the Alumni House

超える卒業生と繋がりができていま

す。（名誉会員、平田オリザ氏・県外

会員含む）今回は高知県から初参加も

ありましたので、高知県でも卒業生の

繋がりを作っていきたいと考えていま

す。

同窓会グッズ新製品
「ティータイムトレイ」販売開始！
文：岩田岳久（21 ID77）

桜グッズに新たにティータイムトレ

イが加わりました。

表面に桜の木目が自然に流れるよう

に走り、ゆったりとティータイムを楽

しめます。

今回の桜の木は2020年に伐採し、

製材、乾燥を経て、写真のICUキャン

パス内の倉庫に保管してあったものを

使いました。

価格は2000円です。ご購入ご希望

の 方 は、 同 窓 会 事 務 局（aaoffice@

icualumni.com）までご連絡ください。

来年2月にはまた朽ちそうな桜の木

を何本か切ると思いますので、何か新

たな桜グッズ制作のアイデアがありま

したら同窓会事務局までお知らせくだ

さい。

photo Mari Matsushima 
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池田英人（35 ID91）
深見淳 （43 ID99）
田中智己（49 ID05）
小山英恵（55 ID11）
市村脩一郎（57 ID13）
野邊大樹（61 ID17）
鳴島歳紀（63 ID19）
動静をご存知の方は事務局までご一報く
ださい。

たずね人　Missing

田辺美智子（11）
齋藤顯一（17）
貴重なご寄付を賜り、誠にありがとうござ
います。

寄付者御芳名　Donors

訃報　Obituary
横溝利男（GE62）
吉瀬宣男（3）
小島（旧姓：小松沢）京子（3）
ラディール（旧姓：山口）文子（4）
木島達彦（5）
並木政和（5）
佐藤修二（5）
平野次郎（7）
寺尾 正英（10）
星（旧姓：俵）素子（11）
蜂須賀（旧姓：志賀）昌子（22）
心よりお悔やみ申し上げます。

事務局からのお知らせ
★ 広告募集 !

本誌では広告を募集しています。

フルサイズ６万円、ハーフサイズ

３万円で承っております。ご興味

のある方は、詳細を事務局までお

問合せください

★ 原稿をお寄せください !

期会、リユニオンなどの案内・報

告をお寄せください。本誌および

Web サイトに掲載いたします。

★住所変更について
住所・勤務先・氏名の変更の際は

メールまたは同窓会のWebサイト

の住所変更から、ご一報ください。

aaoffice@icualumni.com

携帯の方はこちらからどうぞ：

地方・海外にご転勤の際には支部

をご紹介いたします。同窓会事務

局までお問合せください。

★ ご協力をお願いします
大学の宣伝＝大学への支援という

考え方から、同窓生の著作、雑誌

インタビューなどには、略歴欄に

「国際基督教大学卒業」とお入れ

いただけますよう、お願い申し上

げます。

1）　アラムナイニュースの電子版配信をご希望の方は、下記フォームからご登録をお願いいたしま 

す。ご登録いただきますと、郵送でのお届けは行わずにメールで電子版をご案内いたします。

2）　2023年１月から、ICU同窓会員向けにメールマガジンによる情報発信を始めました。メールマ

ガジンが届いていない方は、メールアドレスのご登録がないか、古いアドレスが登録されている可

能性があります。ぜひこの機会に、下記フォームから最新のメールアドレスの

ご登録をお願いいたします。

登録はこちらのフォームからお願いします。（住所変更と共通のフォームです）

https://www.icualumni.com/to_alumni/register/

※ 自薦・他薦を問いません。
※ 推薦は年間を通して受け付け、毎年10月15日受け付け分までを選考対象として翌3月の
桜祭りで受賞者を表彰します。
※ 受賞者は同窓会ウェブサイトおよびアラムナイニュースで発表されます。 
※ 推薦および選考の過程については公開されません。
※ 歴代の受賞者は、ウェブサイトをご覧ください。
推薦方法　いずれかの方法でご推薦ください
1）同窓会ウェブサイト「DAY賞」のページ［推薦フォーム］をご利用ください。
https://www.icualumni.com/activities/day/

2）同ページより［推薦用紙PDF］をダウンロードし、
必要事項をご記入の上ICU同窓会事務局あてに郵送またはFAXでお送りください。

3）メールに以下の必要事項を記載してICU同窓会事務局宛にお送りください。
①推薦したい方の氏名
②推薦したい方の卒業年あるいは在籍年（分かる範囲で）
③推薦理由：新聞記事などの客観的資料があればあわせてお送りください。
④あなた（推薦者）の氏名、卒業年または学生ID、住所、電話番号、メールアドレス

ICU同窓会事務局　〒181-8585東京都三鷹市大沢3-10-2
TEL&FAX：0422-33-3320 　E-mail：aaoffice@icualumni.com

― DAY賞候補者をご推薦ください ―

Distinguished Alumni of the Year（DAY）賞は、国際基督教大学に在籍したことのある方（卒

業生・留学生・教職員。ただし故人は対象外）の中から、大学および同窓会の知名度・魅力度

を高めることに貢献した方に対し、その功績を称えるために贈呈されます。皆様からのご推薦をお

待ち申し上げております。

アラムナイニュース電子版のお申込み
同窓会メールマガジン配信先のご登録



22 23

文：桜祭り実行委員長　吉澤洋（33 ID89）

2024年3月30日開催
桜祭りのお知らせ

Sakura Matsuri on March 30, 2024

開催日：2024年3月30日（土）開場12:30　開始13:00
 ●同窓会総会、DAY賞表彰式、卒業50周年記念式典　大学礼拝堂にて
●懇親会（茶会）大学食堂にて　大学礼拝堂の式典に引き続き開催15:00頃を予定

Date & Time:  March 30, 2024 (Sat) from 13:00 (Doors open at 12:30)
●General Assembly, DAY Award ceremony, Semicentinnel ceremony at University Chapel
●Tea Party: at University Dining Hall, from 15:00 after the ceremonies at the chapel

on Saturday
3月30日

今年第19回を数える同窓会「桜祭り」は、同窓会年次総会、DAY賞（※）表彰式、卒業50周年記念式典など、年に一度の総合イベントです。
卒業50周年記念式典では18期生をお迎えします。コロナ禍による行動制限があちらこちらで解かれ、昨年に引き続き、

皆様が対面で集う会を催す運びとなりました。同窓会役員・スタッフ一同その喜びを皆様と分かち合うことを楽しみにしておりますので、
是非ともご参集くださいますようお願い申し上げます。

懇親会参加費：卒業生／成人2000円、ICU 在学生：1000円、同伴中高大学生：1000円、小学生以下：無料
※18期生ならびに2023年夏季及び2024年春季ご卒業の皆様は「無料ご招待」とさせていただきます。

総会の様子は同時配信されます。映像は一方通行で視聴のみになりますので、
会場に来られないが総会の議決への参加をご希望の方は参加申し込みフォームより委任状をご提出下さい。

（※）DAY賞（Distinguished Alumni 
of the Year Award）は、ICUに在籍し
たことのある方（卒業生・留学生・旧教
職員を含む）の中から、大学および同窓
会の知名度・魅力を高めることに貢献し
た方に対し、その功績を称えるため毎年
授与されるもので、今年は3人の卒業生
に授与されることになりました。

※社会情勢の変化などにより、プログラムに変更が生じる可能性がございます。

詳細につきましては、同窓会 Web サイト　https://www.icualumni.com/ でご確認ください。

メールまたは郵送での出欠連絡の場合は以下の項目を明記してください。
＊出席者氏名と Name (in alphabet）（必須）
＊期 / 卒業年 /ID 最初の2桁（必須）
＊卒業時の姓（現在と異なる場合）
＊連絡先（必須）
＊総会への出欠（必須）
＊懇親会への出欠（必須）
＊懇親会への同伴者：同窓会員の場合：氏名、期 / 卒業年 /ID 最初の2桁
成人（同窓会員を除く）：人数　学生 / 未成年：人数
＊総会で議決権を他の会員に委任する場合、委任する会員氏名（空欄時は議長に一任といたします）

お願い：総会への出欠の如何に関わらず、出欠のご連絡をお願い申し上げます。

ご出欠（現地参加および配信視聴）は右の参加申し込みフォームからお知らせください。

Please submit the attendance form below.　
Due: March 15 (Fri)

締切：3月15日（金）

This Alumni Association’s “Sakura Festival” is a comprehensive annual event, comprising the General Assembly, 
the Distinguished Alumni of the Year Awards, and a semicentennial celebration of graduation, which the class of 1974 is invited this year. 

All association officials and staff hope that many ICU alumni will return to the campus to enjoy the beautiful campus and renew old friendships.

Fee for tea party: graduate/adult: JPY2,000, university/high school student: JPY1,000, elementary school student/preschooler: free of charge
※The class of 1974 as well as graduates of Summer 2023 and Spring 2024 are free of charge.
 
The General Assembly will be live-streamed. The streaming is one way and viewers are not able to vote in polls.  
Those who would like to make a vote should submit a proxy in advance. (See the attendance form.)

※If you are one of the class of 1974, please use another form on the invitation sent to you.　　　　　　
※Please check the Alumni Association website for any change and details.　

Contact:
ICU Alumni Association Office　　aaoffice＠icualumni.com　　
TEL&FAX　0422-33-3320（Weekdays10:00～12:00, 13：00～17：00）

 
＜出欠連絡・お問合せ＞
ＩＣＵ同窓会事務局　aaoffice ＠ icualumni.com
TEL&FAX　0422-33-3320（平日10:00～ 12:00、13:00～ 17:00）

※卒業50周年の18期生の皆様は別途お送りするご案内状からご連絡ください。
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■大学・同窓会に関する情報が満載です。

ぜひ一度ご覧ください。

同窓会Webサイト　

https://www.icualumni.com/

同窓会 Facebook

https://www.facebook.com/icualumniassociation

X（旧 Twitter） @icualumni

大学 Web サイト　https://www.icu.ac.jp/

JICUFWeb サイト　https://www.jicuf.org/

■ ICU 同窓会事務局

〒 181-8585 東京都三鷹市大沢 3-10-2

TEL&FAX：0422-33-3320

Email：aaoffice@icualumni.com
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ご意見・ご感想をお気軽に

アラムナイニュースは、同窓生のみ

なさまのために制作しているものです。

今後の制作の参考にしますので、ご意

見・ご感想、企画や人物の紹介等があ

る方は、メールにてお気軽に事務局ま

でお知らせください。

アラムナイニュース編集部員募集

あなたの経験をANに生かしてみま

せんか？企画、取材、執筆、撮影、編

集進行等を一緒にやって頂ける方を大

募集中です。もちろん未経験でも可。

最初は一緒に取材などを行いながら編

集のプロから直接技術を学べますし、

3年ぐらいやれば、一通り編集の基本

が身に付きます。もちろん、現役の学

生さんも大歓迎です。興味のある方は、

同窓会事務局へメールでご連絡くださ

い。

ウィリアムズ（半田）郁子
WILLIAMS (HANDA), Ikuko
（26 ID83）語学科卒

ICU卒業後、1989年に渡英。リーズ

に30年居住。2008年に日本人女性と

して初の英国国教会司祭となり、その

後リーズ大学病院でチャプレンを務め

る。第二次世界大戦の日本軍捕虜収容

所で過酷な体験をした元戦争捕虜の英

国人との出会いを通じ、戦争の負の歴

史に向き合い人と人が和解することの

大切さを身をもって示してきた。

2019年帰国後、キリスト教教派間の

対話、夫である現ICU副学長マーク・

ウイリアムズ氏が推進する日韓学生の

交流プロジェクト、ICUの学生・教職

員と続けてきた読書会、ICU和解フォ

ーラムと呼んで開催する講演会や夏リ

トリートなどに携わり、一貫して「和

解」を課題とした活動を展開。また 

ICU内の自宅や、教員と卒業生と組ん

で毎月開く「てばなすぺーす」と呼ぶ

オンラインの集まりにて、ICUの伝統

でもある学生との対話を続け、多くの

学生に寄り沿い続けている。

Revd Ikuko Williams lived in 
Leeds, UK for 30 years from 
1989. In 2008, she was or-
dained as a priest for in the 
Church of England, as the first 
Japanese woman to do so, and 
later served as a health care 
chaplain at the University Hos-
pitals of Leeds. Through en-
counters with former prison-
ers of war, who were living with 
trauma-turned-anger from their 
experiences in Japanese pris-
oner of war camps during World 
War II in Southeast Asia, and 
through the unexpected ex-
perience of reconciliation with 
them, she has been advocat-
ing the importance of reconcil-
iation between individuals liv-
ing with the negative history of 
war. Since returning to Japan 
in 2019, she has consistently 
promoted activities to encour-
age discussion on the theme 
of “reconciliation,” such as or-
ganizing various book groups, 
speaker-events and summer 
retreats under the name of the 
“ICU Reconciliation Forum”, 
contributing to an exchange 
project between Japanese and 
Korean students organized by 
her husband, current ICU Vice 
President Mark Williams, and 
practicing ecumenical Christian 
ministry. In addition, she con-
tinues to offer a listening pres-
ence and spiritual support for 
students, at her home in ICU, 
which is part of ICU’s tradition, 
and through ‘Tebanaspace’, a 
monthly online listening space 
which she co-runs with a mem-
ber of faculty and a graduate.

八田陽子
HATTA, Yoko（19 ID75）
語学科卒

味の素株式会社、広栄化学株式会社、

および日本製紙株式会社社外取締役。

小林製薬株式会社社外監査役。ICUで

は語学を専攻。卒業後子育てをしなが

ら米国公認会計士の資格を取得し

1988年 に、Peat Marwick Main & 

Co.（現 KPMG LLP NY）に入社。主

に日本企業の米国子会社向けに「米国

の税務」サポートを行った。2002年

に帰国後は、ピートマーウィック税理

士法人（現KPMG税理士法人）のパー

トナーとして主に価格移転問題を担当

した。NY在住時はICU同窓会北米部

支部長。昨年5月までICU（大学の）

監事を15年間務めた後、現在も大学

評議員を務めるなど母校への直接的貢

献を続けている。

Independent Outside Direc-
tor for Ajinomoto Co., Inc., Koei 
Chemical Co., Ltd., Nippon Pa-
per Industries Co., Ltd., Outside 
Audit and Supervisory Board 
Member of Kobayashi Pharma-
ceutical Co., Ltd. At ICU, she 
majored in Language. After 
graduating and spending time 
as a family person, she joined 
KPMG LLP in New York in 1988 
where she provided tax servic-
es mainly for US based subsid-
iaries of Japanese firms. When 
she returned as a partner of 
KPMG Japan, she mainly sup-
ported tax issues in the trans-
fer pricing area. She Contribut-
ed to ICU as Chairperson of ICU 
Alumni Association in the Amer-
icas during her stay in NY. She 
served as Auditor of ICU for 15 
years until May this year. She is 
continuing serving as a Coun-
cilor of ICU.

𠮷川元偉
YOSHIKAWA, Motohide（18 ID74）
社会科学科卒

元外交官。ICUでは「外交官になって

平和に貢献したい」との強い思いから、

国際法を勉強し、1974年に外務省に

入省。スペイン留学ののち、アルゼン

チン、英国、フランス、タイ、米国等

での勤務を経て 2006 年にスペイン大

使に就任。その後も初代アフガニスタ

ン・パキスタン支援担当大使、経済協

力開発機構（OECD）代表部大使、国

連大使・常駐代表などの要職を務めた

のち、2016年に外務省を退官。翌年

からは、ICUの特別招聘教授を務めつ

つ、外交官や国際公務員を目指す学生

育成に努力している。スペイン、アル

ゼンチン、モロッコ、モンゴルより叙

勲され、英語の他、スペイン語、フラ

ンス語も堪能。

photo Mari Matsushima 

DAY賞 （Distinguished Alumni of the Year Award） 2024受賞者決定 ！

Professor Yoshikawa is an 
ex-diplomat. With a strong de-
sire to become a diplomat and 
contribute to the peace, he 
studied International Law at ICU 
and joined the Ministry of For-
eign Affairs in 1974. After having 
studied Spanish in Spain and 
worked in Argentina, the UK, 
France, Thailand, the US, he 
was appointed as Ambassador 
to Spain in 2006. Later, he held 
various important ambassador-
ship such as the first Special 
Representative for Afghanistan 
and Pakistan, Ambassador to 
the Organization for Economic 
Co-operation and Development 
(OECD) in Paris, and Ambassa-
dor・Permanent Representative 
to the United Nations in 2013. 
After retiring from the Minis-
try of Foreign Affairs in 2016, 
he has been serving as Distin-
guished Professor at ICU from 
2017. At ICU, he has been help-
ing those students who aim for 
careers as diplomats or interna-
tional civil servants. He received 
decorations from Spain, Argen-
tina, Morocco, and Mongolia. 
He is fluent in English, Spanish 
and French.




